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はじめに 

  

平成 29 年度は研究会の 6 年目として、平成 28 年度までに実施した諸戸北郎博士アル

バムの写真等の分類整理・考察並びに諸戸博士の研究業績に関する資料収集・整理・分

析に引き続き、さらなる関係資料の収集および諸戸博士の研究業績に関する調査・考察・

成果の発表を行った。実施した内容は以下の通りである。 

 

１．神奈川県箱根町および静岡県伊豆半島において、「砂防」における旅行記、諸戸

北郎博士アルバム等を手掛かりに、北伊豆地震後に復旧砂防工事として施行され

た砂防工事について現地調査、考察を行った。 

２．諸戸博士の欧州留学時等の足跡を把握するため、オーストリア、イタリア、チェコに

おいて、諸戸北郎博士アルバムの写真、砂防協會の機関誌「砂防」における旅行記等

にある砂防工事箇所等について調査を行い、諸戸博士の足跡等について関連文献も

ふまえて考察を行った。 

 ３．明治期に、砂防関係で BOKU（ウィ－ン農科大学）に留学した研究者・技術者に 

ついて、同大学における勉学内容について調査した。 

４．過年度において研究した内容について砂防学会誌において以下の発表を行った。 

 ・近代砂防草創期の砂防教育事情  

・日本人初の砂防担当教授・諸戸北郎の近代砂防における足跡  

・東京帝国大学砂防講座外国人教師，アメリゴ・ホフマンの業績についての一考察

  また、砂防学会研究発表会で行った関連発表を取りまとめた。 

 

上記をふまえ、本書「諸戸北郎博士 論文・写真集Ⅴ」としてとりまとめた。本書は

情報収集及びその分析・考察を優先したため、記述及びレイアウトについて不統一にな

っている箇所がある。 

以上の成果については、過年度成果のものとあわせて、平成 30 年度以降に砂防学会

誌等において引き続き発表を行う予定である。 
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1.概要 
 本書は、平成 29 年度に行った、諸戸北郎博士の砂防業績に係る調査・考察についてとり

まとめたものである。 
構成は、国内（北伊豆地震関係）、海外（オーストリア、イタリア、チェコ）、諸戸博士関

連、過年度も含めこれまでに行った研究をとりまとめた発表論文と研究発表概要を掲載し

た。 
海外のものについては、平成 28 年度の報告書に速報的に記載した内容も含めて、新たな

収集文献と国内文献をもとに分析・考察を行った。 
 北伊豆地震関係については箱根町と伊豆半島における主たる被災地について追加の現地

調査を行い考察した。現地調査にあたり、神奈川県箱根町においては神奈川県県西地域総合

センター、神奈川県自然環境保全センター、神奈川県自然環境保全センター箱根出張所、関

東森林管理局東京神奈川森林管理署に、また、伊豆半島北部については国土交通省沼津河川

国道事務所にご協力をいただいた。 
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2. 国内 

2.1 概要 

北伊豆地震（昭和 5 年 11 月 26 日発生）による土砂災害について、これまで本研究会では、

平成 25 年度報告書「諸戸北郎博士論文・写真集」（平成 26 年 3 月）で北伊豆地震、箱根土石

流、丹那断層について、平成 27 年度報告書「諸戸北郎博士論文・写真集Ⅲ」（平成 28 年 3 月）

で伊豆半島の被災した 3 箇所について、平成 28 年度報告書「諸戸北郎博士論文・写真集Ⅳ」

（平成 29 年 3 月）で箱根町の大明神川、むじなの窪、二子山、畑宿について調査考察を行っ

た。 

平成 29 年度は、北伊豆地震により土砂災害が発生した、箱根町のむじなの窪伊豆半島の梶

山において追加の現地調査を行った。また。箱根町の畑宿近傍の須雲川右支渓において堰堤の

調査を行った。本章では、これらの結果について、過年度の成果とあわせて記述する。 

なお、これらの箇所について、「砂防」に関連記事があるものとしては、以下のものがある。 

 

・昭和五年冬の豆相震災地視察旅行日記，度山，砂防協會，砂防第 16 号，1931， 

p.31-42 

・豆相震災地廻り，Ｙ生，砂防協會，砂防第 15号，1931，p.21-29 

 ・昭和 9年 2月東京帝国大学農学部林学科砂防工事見学旅行日記，度山，砂防協會，砂防 

第 34号，1941，p.31-40 

 

このうち、砂防 16号の記事は、地震直後の状況を調査するために、地震発生当日の 11 月 26

日に東京を出発 31 日にかけて箱根町から伊豆半島にかけて調査を行っている。28 日には箱根

と山中新田、29日には北狩野村大野、狩野村梶山、修善寺町、30 日には中大見村城、大見村梅

木を視察して、31日に熱海から帰京している。 
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2.2 箱根町 

2.2.1 概要 

 神奈川県箱根町については、平成 24 年度作成の「諸戸北郎博士収集写真集」（平成 25 年 3

月）の p.80～p.81 並びに p.131～p.132 及び平成 29 年度作成の「諸戸北郎博士収集写真集・

改訂版」（平成 30年 3 月）の p.84～p.89 に北伊豆地震関係の写真がある。 

 箱根町において、この地震で土砂災害が発生した箇所については、本研究会の平成 28 年度

報告書「諸戸北郎博士論文・写真集Ⅳ」（平成 29年 3 月）において以下の箇所を記した。 

平成 29 年度は、これらのうち、むじなの窪の追加調査を行った。今年度の箱根の現地調査

にあたっては、神奈川県県西地域総合センター、神奈川県自然環境保全センター、東京神奈川

森林管理署の協力をいただいた。 

１）大明神川の土石流 
孫助山で発生した山腹崩壊による崩壊土砂が土石流となって大明神川を流下し、下流に

ある住家や神社を襲い、1 名が犠牲になった。 
２）むじなの窪の土石流 

むじなの窪と称される沢の上流で山腹崩壊が発生し、崩壊土砂が土石流となって流下し、

芦ノ湖近傍にあった御料林の造林作業用の宿舎を襲った。宿舎にいた 8 名が芦ノ湖へ流さ

れ行方不明となった。 
３）二子山の山腹崩壊・落石 

二子山で山腹崩壊が発生し、崩壊土砂と巨大な落石のため道路等が被害を受けた。 
４）畑宿の山腹崩壊 

畑宿で山腹崩壊が発生し、崩壊地下方に位置していた寺が被災し、寺の 4 名(3 名の説も

あり)が犠牲となった。 
  

以上の他に、神奈川県農政部林務課による「神奈川県林政史」（1984 年）に畑宿近傍の須雲

川右岸渓流に昭和 13 年～15 年に撮影された堰堤群の写真があり、神奈川県県西地域総合セン

ターと神奈川県自然環境保全センターの協力を得て現地調査を行った。 

この調査の結果、この渓流にある堰堤は、北伊豆地震により荒廃した渓流対策工事として神

川川県が施行主体となって設置したものであることが分かった。 
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以上の箇所の位置は図 2-2-1 に示すとおりである。 

 

 

 

図 2-2-1 箱根町における北伊豆地震による土砂災害発生箇所 

 

 

 

 

  

須雲川右岸渓流 
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2.2.2 むじなの窪 

むじなの窪は、芦ノ湖西岸の岬(百貫ノ鼻(ひゃっかんのはな)と箒ヶ鼻(ほうきがはな))の間に

位置する谷である。北伊豆地震により、むじなの窪で山腹崩壊が発生し、造林作業者の現場宿

舎していた 8 名が建物と共に崩壊流出土砂に巻き込まれ、芦ノ湖まで流されて行方不明になっ

た。被災現場には、慰霊碑「豆相大震災殃
おう

死
し

霊位」が建立されている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

図 2-2-2 むじなの窪位置図（2017.6） 

図 2-2-3 湖上から望む、むじなの窪（平成 29年 6 月撮影） 
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 「砂防」にある諸戸博士の旅行記で、むじなの窪に関するものとして次のものがある。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 

  

図 2-2-4 小田急山のホテル桟橋（箱根神社の北側）附近よりむじなの窪を望む 

（左；諸戸北郎博士アルバム、右：平成 29 年 7月 11 日 三尋木延幸氏撮影 

【5 月 12 日】（前夜、仙石原村の仙郷楼泊）自動車で走ること約 15 分湖尻に着し之より徒歩数丁坊ヶ

澤の帝室林野局の苗圃に至り休泊所で休憩す。11 時半雨を冒して出発モーターボートで対岸に渡りム

ジナクボ御料地の豆相震災に因る大崩壊地を視察し復旧工事の設計案を調査し之より湖畔を雨中徒歩

約一時間箱根町に出て役場裏の崩壊地を見て 3 時半箱根町橋本旅館に入る。 

（度山（1932）：昭和七年初夏の丹澤及箱根御料地砂防工事調査旅行日記，砂防第 25 号，砂防協會、

p.33-34） 

【11 月 28 日】湖畔の御料の造林地が崩壊して造林小屋にいた八名の造林人夫が湖底に落ち死体

が見つからない，多分湖底に埋没したのである．（度山（1931）：昭和五年冬の豆相震災地視察旅行

日記，砂防第 16 号，砂防協會、p.34） 
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●慰霊碑 

図 2-2-5 慰霊碑写真（平成 26 年 4 月 26 日撮影）

図 2-2-6 慰霊碑近くの北伊豆地震説明板（平成 29 年 6 月 14 日撮影） 
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平成 29 年 6 月の調査では、行程の関係上慰霊碑周辺のみの調査しかできなかった。 

対策工としては、慰霊碑から北へ約 30m の林道の谷横過地点に 1 基の堰堤工を確認した（図

2-2-7）。堤高約 2.5m の練積の堰堤工であり、北伊豆地震で発生した山腹崩壊に対する対策工

である可能性があると考えていた。 
  
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

平成 29 年 11 月 30 日に、東京神奈川森林管理署、神奈川県県西地域総合センターおよび神

奈川県自然環境保全センターの協力を得て、上流の林道までの間の現地調査を行った。 
 この調査で，渓流出口から林道までの間に、本渓には堰堤 17 基、支渓に堰堤 3 基を確認し

た。堰堤構造は、練石積堰堤で下流の法勾配は 3分から 5分である。これらの施設は、担当森

林管理署の治山施設台帳には記載されておらず、署としても管理をしていないことから、施工

時期は戦前になる。むじなの窪は戦前には御料地内にあったことから、堰堤の施工は帝室林野

局によってなされた、北伊豆地震により発生した山腹崩壊と土石流に対する復旧工事であると

考えられる。 

本渓には 17 基の堰堤間の間隔は適度にとってある、言い方を変えれば丁寧な施設配置にな

っていること、必要に応じて護岸と底張工を施工していることをふまえると、御料林の復旧に

万全を期そうとした意図が垣間見える。現地での確認も出来なくて記録にもないことから施工

したかどうか不明であるが、山腹工も実施されたと推察される。 

堰堤は老朽化が著しく、下流洗掘による破壊、練石積部の破損による内部材料の流出など著

しく機能を無くしているものあるが、最下流の堰堤のように現在も破損なく機能しているもの

もある。また、上流には鉄線蛇籠を使用した堰堤もある。全体として、施工から 80 年以上経

図 2-2-7 むじなの窪の沢の石積堰堤（平成 29年 6 月 14 日撮影） 
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ち、その間維持管理もされてきていないであろう経過と、施工当時の技術力を斟酌するならば

これまで機能を十分果たしてきたと思われる。 

砂防堰堤の位置図を図2-2-8に示す。なお、砂防堰堤の番号は最下流の堰堤から①～⑰とし、

支渓 b-1～b-3 と番号を付けた。 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

凡例 

砂防堰堤 

蛇篭の砂防堰堤 

自然石 

①

100m 

②

③
④
⑤
⑥

⑦

⑧
⑨

⑩⑪

⑬

⑫

⑭
⑮
⑯
⑰

b-1

b-3 

b-2 

図 2-2-8 砂防堰堤位置図(国土地理院：地理院地図に加筆) 

(URL：http://maps.gsi.go.jp/#11/32.835174/130.851288/&base=std&ls=std&disp=1&vs=c1j0l0u0t0z0r0f1) 
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図 2-2-11 堰堤④及び副堰堤 

(平成 29 年 11 月 30 日撮影) 

図 2-2-12 左写真の水叩き部 

(平成 29 年 11 月 30 日撮影) 

図 2-2-13 堰堤⑥及び副堰堤 

(平成 29 年 11 月 30 日撮影) 

図 2-2-14 左写真の水通し天端 

(平成 29 年 11 月 30 日撮影) 

図 2-2-10 堰堤② 

(平成 29 年 11 月 30 日撮影) 

図 2-2-10 の堰堤は、図 2-2-7 の堰堤と同一のもの。

この堰堤の下流に小堰堤が１基設置されている。 

図 2-2-9 堰堤① 

(平成 29 年 11 月 30 日撮影) 
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図 2-2-16 堰堤⑨の本堤破損状況 

(平成 29 年 11 月 30 日撮影) 

図 2-2-17 左写真の近景 

(平成 29 年 11 月 30 日撮影) 

図 2-2-18 支渓堰堤 b-1 

(平成 29 年 11 月 30 日撮影) 

図 2-2-19 左写真の破損状況 

(平成 29 年 11 月 30 日撮影) 

図 2-2-15 堰堤⑨及び副堰堤(平成 29 年 11 月 30 日撮影) 
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図 2-2-20 蛇篭の堰堤⑮ 

(平成 29 年 11 月 30 日撮影) 

図 2-2-21 左写真の蛇篭の鉄線 

(平成 29 年 11 月 30 日撮影) 

鉄線
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2.2.3 畑宿附近 

（１）概要 
畑宿は二子山の北東側に位置する地区で、北伊豆地震で山腹崩壊が発生したが、大正 12 年

の関東大震災でも山腹崩壊による被害が生じたようである。 
 度山（1931)と Y 生（1931)によれば、北伊豆地震の際、畑宿で山腹崩壊が発生し、近くの寺

を押しつぶし、寺にいた 4 名(または 3 名)の家族が巻き込まれ死亡している。 
 
 
 
  
 
 
 
 

 

 
 
 
 

 
平成 29 年 6 月 15 日に行った調査では、畑宿から須雲川左支川に沿って上流へ数百 m 行っ

たところの右岸側に集落跡地があり、山腹崩壊によって落下してきた崩壊土砂の中に、数多く

の巨石が堆積していた（図 2-2-22、図 2-2-24）。集落跡地の中に犠牲者に供養塔があり、大正

12 年 9 月 1 日に犠牲になったことが書かれている（図 2-2-23）。このことから、当地では、大

正 12 年の関東大震災で山腹崩壊が発生し、少なくとも１名が死亡していることがわかる。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

  

【11 月 28 日】午前九時湯本発箱根旧道を登る途中石垣の崩れるもの多く又山腹の崩れた所が多

い、畑宿に至れば寺が倒れて居る、此の寺で老僧と妻と子と孫と四人死亡した．（（度山（1931）：

昭和五年冬の豆相震災地視察旅行日記，砂防第 16 号，砂防協會、p.33） 

【11 月 28 日】須雲川宿を過ぎて畑宿に近づくに従い、林地の崩壊は益々加わり又道路の被害も

亀裂のみに止まらず陥没とか土止石垣の破壊とかが非常に多くなり、家屋の傾斜したものが大部

分であった、此所の山麓に在った一寺は崩落した土石の為めに押し潰されて其の下となり、住職

の老僧は其の妻及前夜遅く来泊した出京中の息子と孫の 3 人と共に就寝中壓殺されたと云う事

で、数十人の人々の手に依り漸く掘り出されたばかりであった。此の崩壊地は傾斜は大分急だが

老齢の針葉樹及壮齢の濶葉樹が密生して居ったので普通では崩れる憂はない所だが、多分一昨年

あたりから道路の改修で裾を切り取られた結果、安定を失って落ちたものであるらしい。 
（Y 生(1931)：豆相震災地廻り，砂防第 15 号，砂防協會，p.22-24） 

図 2-2-22 集落跡地の崩壊堆積土砂 図 2-2-23 集落跡地の供養搭 
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諸戸博士は、学生の現地視察と荒廃林地復旧技術講習会でしばしば、箱根における北伊豆地

震と関東大震災による土砂災害被災地の復旧工事個所を訪れている。このことを諸戸博士が記

した旅行記に畑宿にある「報国寮」に立ち寄ったことを述べている記事がある。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
この「報国寮」については、http://s2s.jp/furusato/furusato_p214.html によると、次の説明

がある。 
箱根の山ふところ須雲川の渓流近くに、 戦前、県下中等学校生徒を対象とした県の施設「報

国寮」があった。ここは、勤労作業をとおしての心身鍛錬の場だった。 参加したのは上級生

で、学校単位または各校代表による混成組。一週間、軍隊生活に劣らぬ質実剛健、規律節制を

重んじた生活を体験した、という。  

 
神奈川県林政史に、昭和 13～15 年に撮影された練積谷止工の写真があることが分かった（図

2-2-26、図 2-2-27）。写真の「治山現場へ向かう箱根報国寮生」という説明書きが目に留まり、

神奈川県県西地域県政総合センタ－の問い合わせをしたところ、写真の渓流の位置の確認がと

れた。畑宿集落から湯本方面に下り、須雲川を渡った先にある須雲川の右支渓である。 
  

図 2-2-24 集落跡地の巨石 図 2-2-25 集落跡地の擁壁跡 

【昭和 15 年４月９日】 
登山電車で湯本着。自動車で 2 時 40 分畑宿の報國寮に着、4 時出発二子山の砂防工事

を見る。次に埋森澤の工事を視察。 
（度山（1940）：昭和 15 年 4 月東京高等農林学校学生砂防工事見学旅行日記，砂防第

72 号，砂防協會，p.33） 

【昭和 17 年 7 月９日】 
10 時半二子山着、二子山の墜石防止工事の説明をなす。11 時半報國寮に入る。 

（度山（1942）：昭和 17 年東京高農生砂防工学実習旅行記，砂防第 84 号，砂防協會，
p.34） 

─ 15 ─



 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
以上述べた箇所の位置関係を、図 2-2-28 に示す。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
  

図 2-2-26 直営施工による練積谷止工 

（昭和 13～15 年撮影） 

 神奈川県農政部林務課（1984)： 

神奈川県林政史より 

図 2-2-27 治山現場へ向かう箱根報国寮生

（昭和 14 年頃撮影） 

(神奈川県農政部林務課,1984)： 

神奈川県林政史より 

 

図 2-2-28 練積谷止工位置図
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また、田山(1931)に北伊豆地震により発生した地変や山崩の位置を記した図がある（図 2-2-

29）。これに記されている「北伊豆地震による山崩」を示す印の位置が畑宿集落と須雲側右支渓

の位置とほぼ一致している。 
    
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
  

図 2-2-29 田山利三郎(1931)：昭和五年十一月六日の北伊豆地震と地

質構造との関係，財団法人齋藤報恩會學術研究總務部，付録図 

二子山
須雲川右支渓 

畑宿
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（２）須雲川の右支渓 
図 2-2-26 と図 2-2-27 の写真は、撮影時期が昭和 13～15 年であること、畑宿集落に近い渓

流であること、さらに田山(1931)の図から、北伊豆地震により発生した土砂災害の対策で設置

されたものである可能性が高いと考え、平成 29 年 11 月 30 日に、同センターと神奈川県自然

環境保全センターの協力を得て現地の調査を行った。 
その結果、複数の堰堤を確認することが出来た。銘板の文字に災害緊急対応で昭和 7年施工

したことが判明した。このことから、この渓流の練石積堰堤は、北伊豆地震により荒廃した渓

流の対策であると推察される。 

図 2-2-30 は、治山基本図に当該渓流の位置を示したものである。この渓流には多くの堰堤

が施工されていることが分かる。 

 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

 

 

 

  

図 2-2-30 須雲川右支渓位置図 

（治山基本図に追記） 

右支渓
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渓流の最下流の堰堤の堤銘板には、「昭和 5年度査定震第 132 号第 19号石堰堤 昭和 7年 11

月竣工 神奈川県土木部」と書かれている（図 2-2-34）。この堰堤は、北伊豆地震発災直後の

昭和 5 年度に査定を受け災害緊急対応で工事が実施され、昭和 7 年 11 月に竣工したことが分

かる。下流から 2 つ目の堰堤の堤銘板には、「昭和 13 年度第 1 号練石積谷止工 箱根報国寮 

自第 1回至第 9回 入寮生勤労奉仕 神奈川県林務課」と書かれている（図 2-2-37）。 

 他に堰堤を 5基確認したが、堤銘板を確認することが出来なかった。 

 以上から、この渓流においては、上流で山腹崩壊が発生したことにより、土石流対策として

の砂防工事と治山工事が実施されたことが分かる。実施主体は行政であるが、畑宿にあった報

国寮の入寮生による勤労奉仕として施工された堰堤もあることが分かる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

50m 

図 2-2-31 砂防堰堤位置図(国土地理院：地理院地図に加筆) 

①
②
③
④
⑤
⑥
⑦

(URL：http://maps.gsi.go.jp/#11/32.835174/130.851288/&base=std&ls=std&disp=1&vs=c1j0l0u0t0z0r0f1) 
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図 2-2-33 堰堤①の左岸袖部と堤銘板位置 

(平成 29 年 11 月 30 日撮影) 

図 2-2-34 堰堤①の堤銘板の文字 

(平成 29 年 11 月 30 日撮影) 

図 2-2-32 堰堤①(平成 29 年 11 月 30 日撮影) 

─ 20 ─



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

図 2-2-35 堰堤②(平成 29 年 11 月 30 日撮影) 

図 2-2-36 堰堤②の左岸袖部と堤銘板位置 

(平成 29 年 11 月 30 日撮影) 

図 2-2-37 堰堤②の堤銘板の文字 

(平成 29 年 11 月 30 日撮影) 

図 2-2-38 堰堤③(平成 29 年 11 月 30 日撮影) 
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図 2-2-41 堰堤⑥ 

(平成 29 年 11 月 30 日撮影) 

図 2-2-42 堰堤⑦ 

(平成 29 年 11 月 30 日撮影) 

図 2-2-39 堰堤④(平成 29 年 11 月 30 日撮影) 

図 2-2-40 堰堤⑤(平成 29 年 11 月 30 日撮影) 
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2.3 伊豆半島 

2.3.1 概要 

静岡県伊豆半島については、平成 24 年度作成の「諸戸北郎博士収集写真集」（平成 25 年 3

月）の p.82～p.86 及び平成 29 年度作成の「諸戸北郎博士収集写真集・改訂版」（平成 30 年 3

月）の p.90～p.94 に北伊豆地震関係の写真がある。この写真に関連して、諸戸博士が現地を

訪れた調査旅行記がある。 

この地震で土砂災害が発生した伊豆半島における箇所については、本研究会の平成 27 年度

報告書「諸戸北郎博士論文・写真集Ⅲ」（平成 28 年 3 月）において以下の箇所を記している。 

１）伊豆市（旧中大見村）城 
北伊豆地震の際に桑畑で高さ 14m の陥没が発生し、陥没地から 100m ほど離れたとこ

ろで、高さ 5m、延長 100m、幅 40m ほどの隆起が発生した。（昭和五年冬の豆相震災地視

察旅行日記，度山，砂防協會，砂防第 16 号，1931，p.37） 
２）伊豆市（旧狩野村）梶山 

狩野川右支渓の日沢の上流で山腹崩壊が発生し、崩壊土砂が土石流となって流下し、

下流の梶山集落を襲い、住民 15 名が犠牲となった。さらに土石流は狩野川本川まで流下

し天然ダムを形成した。（昭和 5年冬の豆相震災地視察旅行日記，度山，砂防協會，砂防

第 16号，1931，p.36-37 他） 

３）伊豆市（旧修善寺町）菊屋旅館 

  狩野川左支渓の神戸沢上流の水道貯水池の土堰堤が地震で決壊し、下流集落を鉄砲水が

襲いて家屋 10軒を押し流し死者 20名を出した。狩野川沿いに位置する菊屋旅館は上流側

にあった二本の松の木に消防組の家屋が引っかかったことで、被害は床上浸水のみであっ

た。（昭和 5年冬の豆相震災地視察旅行日記，度山，砂防協會，砂防第 16 号，1931，p.37） 

 

また、「砂防」に他の土砂災害発生箇所として、以下の箇所の記載がある。 

４）錦田村（現在の三島市の一部）「山中新田」（昭和 5年冬の豆相震災地視察旅行日記，度

山，砂防協會，砂防第 16号，1931，p.34） 

５）北狩野村伊豆市（現在の伊豆市の一部）「大野」（昭和 5年冬の豆相震災地視察旅行日記，

度山，砂防協會，砂防第 16 号，1931，p.36） 

６）中大見村（現在の伊豆市の一部）「梅木」（昭和 5年冬の豆相震災地視察旅行日記，度山，

砂防協會，砂防第 16 号，1931，p.38） 

７）上大見村（現在の伊豆市の一部）「原保」（昭和 5年冬の豆相震災地視察旅行日記，度山，

砂防協會，砂防第 16 号，1931，p.38） 

８）函南村（現在の函南町の一部）「子豕野」（昭和 9年 2月東京帝国大学農学部林学科砂防

工事見学旅行日記，度山，砂防協會，砂防第 34号，1934，p.32） 

これらについては旅行記の記述と、「砂防」の口絵写真(「大野」と「子豕野」)を掲載した。 

 

─ 23 ─



 

以上の箇所の位置は図 2-3-1 に示すとおりである。この図を見ると、土砂災害の発生してい

る箇所は活断層の近傍であることが分かる。 

平成 29 年 11 月 10 日に、これらのうち、伊豆市佐野梶山と伊豆市城の追加調査と４）～8）
の現地調査を行った。今年度の現地調査にあたっては、国土交通省沼津河川国道事務所の協力

をいただいた。また、山中新田と子豕野については、伊豆半島ジオーパーク専任研究員の鈴木

雄介氏の協力をいただいた。 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 図 2-3-1 伊豆半島における北伊豆地震による土砂災害発生箇所 
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2.3.2 梶山 

伊豆市梶山では、上流で山腹崩壊が発生し、崩壊土砂が土石流となって流下し集落を襲うと

ともに、狩野川本川に流入し高さ数 mの天然ダムを形成した（砂防第 10 号）。この災害につい

ては、平成 27 年度報告書「諸戸北郎博士論文・写真集Ⅲ」（平成 28 年 3 月）に、諸戸北郎博

士アルバムの写真と現地調査をふまえて述べた。ここでは、平成 27 年度報告書とあわせて調

査結果について述べる。 

諸戸北郎博士アルバムの梶山地区に関連する写真は、撮影時期ごとに、昭和 6年 2月 6日が

写真 981、写真 982、写真 983、昭和 6年 2月 9日（写真キャプションより）が写真 925、写真

926、写真 927、昭和 7 年 10 月 8 日（写真キャプションより）が写真 967、写真 968 である。

昭和 6年 2月 6日のものは、写真のキャプションは「2月 6日」のみで年がはいっていないが、

写真の状況が災害発生直後のものに見えること、そして諸戸博士の出張記録に「学術実施指導

の為神奈川県、静岡県に出張」と記されていることから、昭和 6年のものと考えられる。 

また、諸戸博士は砂防第 16 号において、梶山において土石流が発生し、狩野川を堰き止め

たと記している。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【昭和 5年 12 月 29 日】 

再び自動車に乗込み二時半中狩野村佐野区の梶山に着す、此處は土石流あり長さ千五

百米幅二百五十米、面積三十五ヘクタール堆積土石の立積六十萬立坪狩野川を堰止め、

家屋埋没し死者十五名を出した。崩壊地は馬蹄形をなして居て山林の崩壊二十五ヘクタ

ールである、此崩壊の原因は上方に原野があり草刈場であって松が點生して居る、ワサ

ビ田があったから湿地であったためである。 

（昭和 5年冬の豆相震災地視察旅行日記，砂防第 16 号，1931，p.36-37） 

図 2-3-2 昭和 6年 2月 6日の被災地 

981 
982

983 

─ 25 ─



 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

926

967
968

図 2-3-3 昭和 6 年 2 月 9 日の被災地 

図 2-3-4 昭和 7 年 10 月 8 日の被災地 

─ 26 ─



 

梶山にある正善寺の住職の話しでは、日沢で土石流が発生し、下流の住民に被害を与えたと

いう。諸戸北郎博士アルバムの写真 981 に供養塔の写真があり、現地調査の結果、この供養塔

は現存していた。また、日沢の上流には石積堰堤が１基現存していた。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

国土交通省 中部地方整備局のウェブサイトでは、静岡県において、北伊豆地震で発生した

崩壊のなかでも最大規模である「奥野山崩壊地」として紹介されている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

この背景地図データは国土地理院の電子国土 Web システムから提供されたものである 

図 2-3-5 日沢の土石流発生箇所① 

図 2-3-6 日沢の土石流発生箇所② 

国土交通省中部地方整備局ウェブサイトより 

http://www.cbr.mlit.go.jp/kawatomizu/sabou/houkai/kano/okunoyama.htm 

正善寺供養塔 

石積堰堤

土石流の氾濫範囲(推定)
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 図 2-3-7 の写真は、狩野川の上流側から日沢と狩野川の合流点を撮影したものである。写真

右方向から日沢が合流している。左の写真をみると、土石流によって狩野川の左岸まで土砂が

堆積したことと、天然ダムができ、その後決壊した痕跡を確認することができる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 2-3-8 の写真は、日沢の谷出口および狩野川の左岸側を写している。黄色の矢印は狩野川

左岸の扇状地であり、ほぼ同じアングルから撮影している。 

左の写真をみると、扇状地がほぼ土砂に覆われており、土石流が氾濫した生々しい痕跡が

伺える。現在では扇状地の上に集落や畑が形成されている。 
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日沢の扇状地の土石流堆積状況 

（昭和 6 年 2 月 9 日撮影） 

[諸戸北郎博士アルバム] 

日沢の扇状地の現況 

（平成 29 年 11 月 10 日撮影） 

日沢と狩野川の合流点 

（昭和 6 年 2 月 9 日撮影） 

[諸戸北郎博士アルバム] 
狩野川上流から下流を望む 

（平成 29 年 11 月 10 日撮影） 

図 2-3-7 狩野川と日沢の合流点 

図 2-3-8 梶山の土石流氾濫直後と現況 
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以上の調査結果から推定した、梶山地区の日沢で発生した土石流の氾濫範囲を、図 2-3-5

に示す。日川の谷の出口で氾濫が開始し、右岸側の梶山地区を襲った結果住民が犠牲になっ

た、一方で、土石流本体は日川に沿って流下し、狩野川本川の対岸（左岸）まで到達した結

果、高さ５ｍ程度の可動閉塞（天然ダム）を形成した。この可動閉塞は間もなく決壊した

が、堆積土砂により狩野川の流向が変化した。 

 

県道から市道へ約 20m 入ったところの茶畑（市道からの比高差 3m）に震災犠牲者の供養搭が

ある。昭和 5年災害の後に建立されたものであることが、昭和 6年撮影の写真 981 から確認で

きる。 

 

 

   

981

梶山 供養塔 

（昭和 6 年 2 月 9 日撮影） 

[諸戸北郎博士アルバム] 

現在の供養塔 

（平成 28 年 6 月 2 日撮影） 

 

図 2-3-9 梶山の供養塔 
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日沢上流支渓には、堤高 2m、水通し幅 4m、下流法勾配 2 分の空積みの石堰堤が 1 基現存し

ている。下流法勾配が 2分である。諸戸博士が推奨した 2分勾配が浸透し始めていたのが昭和

初期であることから、北伊豆地震後の復旧工事である可能性がある。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 堰堤の下流法 堰堤の左岸袖 

図 2-3-10 日沢支川の石積堰堤 
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2.3.3 城 

伊豆市（旧中大見村）城（じょう）では、北伊豆地震の際に桑畑で高さ 14m の陥没が発生し、

陥没地から 100m ほど離れたところで、高さ 5m、延長 100m、幅 40m ほどの隆起が発生した（砂

防第 16 号）。この陥没・隆起の現象に関しては、平成 27 年度報告書「諸戸北郎博士論文・写真

集Ⅲ」（平成 28年 3 月）に、諸戸北郎博士アルバムの写真と現地調査をふまえて述べた。ここ

では平成 27 年度報告書とあわせて調査結果について述べる。 
諸戸北郎博士アルバムの関連写真は、写真 919、写真 920、写真 921、写真 922、写真 923、

写真 924、写真 963、写真 965、写真 979、写真 964、写真 966、写真 978、写真 980 である。 

諸戸博士は昭和 9 年に現地の普及工事を視察して復旧工事の概要を「砂防第 34 号」に記し

ている。復旧工事は昭和 7年 3月」から始まり、護岸工事を県の土木事業で、山腹工事を県の

治山工事で実施しており、昭和 9年度を目途にこれらの工事が完了する予定であることを記し

ている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【昭和 5 年 12 月 30 日】 

歩むこと約二十分にして陥没地に達す、陥没地は桑畑であって面積約三ヘクタール高

十四米ある、此れ地下に水蝕作用其の他の原因で空處があった為めであろう、今村博士

は地震に起因する地形変動のサイホン現象地と言はれたとのことである、之れより幅十

米許の小渓を越えて百米も離れた處に隆起地がある、此地は字横山齋藤喜市氏宅にて高

さ五米、延長百米、幅四十米ある、此上に長さ十米許りの物置小屋があったが之れが半

分丈折れて隆起地の上に他の半分は従来の土地にある、此の原因は前述の陥没の為に隆

起したのであろう田中舘博士は此場所を学術上重要な参考地と申されたとのことであ

る、余の考へでは此部分のみが隆起したのではなく陥没地に接する處は多少隆起したの

であるが、此部分が軟弱の為め特に大隆起したものならん。 

（昭和 5 年冬の豆相震災地視察旅行日記，砂防第 16 号，1930，p.37-38） 

【昭和 9 年 2 月 1 日】 

午後五時中大見村大字城に着し茶菓の御馳走を受け小憩の後高井君及松下君の説明が

あった。これより震災被害状況、陥没地及隆起地を視察し、且復旧工事の張石水路、張

芝水路を見る。 

【大字城震災復旧工事概略】 

上記の如く豆駿震災の被害は甚大にして区民は土砂の流失を恐れ極度の不安を持続せ

り、県は之が復旧工事を計画し昭和七年四月起工昭和八年三月一部の竣功を遂げたり。

現在に於ては渓間工事（護岸工事）は専ら県土木課にて施行せしに対し山林課にては

山腹工事を施行すると共に山林復旧の目的を以てクヌギ植栽及其播種を実行せしに既に

現在の如く復旧の目的を遂行せしものなり。次に各工種に対する経費の内訳は、コンク

リート張石明渠工、山腹練積石工、張石水路工、萱筋工、整地。 

尚陥没部、崩壊部及渓川部には昭和九年度工事に於て各工種を施行し復旧の目的を達

せむものとす。 

（度山（1934）：昭和九年二月東京帝国大学農学部林学科砂防工事見学旅行日記，砂

防第 34 号，砂防協會，p.38-40） 
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［陥没地の写真］ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

［隆起地の写真］ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

919
920

城の陥没地（昭和 6 年 2 月 9 日撮影） 

[諸戸北郎博士アルバム] 

城の陥没地（昭和 6 年 2 月 9 日撮影） 

[諸戸北郎博士アルバム] 

923

城の隆起地 右側が隆起地 

（昭和 6 年 2 月 9 日撮影） 

[諸戸北郎博士アルバム] 

924

同左 近景 奥が隆起地 

（昭和 6 年 2 月 9 日撮影） 

[諸戸北郎博士アルバム] 

979

同上 近景 奥が隆起地 

（昭和 6 年 2 月 9 日撮影） 

[諸戸北郎博士アルバム] 

隆起地全景 

（昭和 6 年 2 月 9 日撮影） 

[諸戸北郎博士アルバム] 

図 2-3-11 城の陥没地（1） 図 2-3-12 城の陥没地（2） 

図 2-3-13 城の隆起地（1） 
図 2-3-14 城の隆起地（2） 

図 2-3-15 城の隆起地（3） 図 2-3-16 城の隆起地（4） 
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［復旧工事の写真］ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

978

城の復旧工事（2 月 6 日撮影 撮影年不明）

[諸戸北郎博士アルバム] 
城の復旧工事（2 月 6 日撮影 撮影年不明）

[諸戸北郎博士アルバム] 

隆起によって破壊した橋 

（昭和 6 年 2 月 9 日撮影） 

[諸戸北郎博士アルバム] 

980
78

城の復旧工事（昭和 7 年 10 月 8 日撮影 撮影年不明） 

[諸戸北郎博士アルバム] 

図 2-3-17 城の隆起地（5） 

図 2-3-20 城の復旧工事（3） 

図 2-3-19 城の復旧工事（2） 図 2-3-18 城の復旧工事（1） 
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図 2-3-21 城の陥没・隆起地の現況 

（平成 29 年 11 月 14 日撮影） 

(後方が陥没地、前方左手に隆起が見える) (陥没地上方の竹藪) 

(下流側の隆起地と説明板) (上流側の隆起地) 

(陥没地と隆起地の間の流路工) 
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2.3.4 他の土砂災害 

 諸戸北郎博士が、北伊豆地震発災直後に現地の調査に入り、昭和 5年 12月 28 日～30 日に伊

豆半島の被災地を調査したことは既に述べた。 

 諸戸北郎博士は、この調査をふまえて次のように総括している。この中で、天然雑木林に崩

壊地が少なく、開墾地と原野に崩壊地が多いことを述べていることが興味深い。 

 

 

 

 ここでは、2.3.1 で述べた４）～８）の箇所について、平成 29年 11 月 10 日に行った調査に

もとづき述べる。 

 

 

 

 

  

本視察旅行に於て観察したことを述べれば次の通りである。 

1. 空積石垣は地震に困り大部分破壊する。 

2. 道路に於て築立（盛土）の處は地震に困り大部分破落する。 

3. 竹根は浅くして山腹の崩壊を止める力なく三十糎位の暑さにて一平方米位の塊をな

して落下する。 

4. 道路の兩側に在る山腹は法切が不十分なる為めに崩壊する。故に道路工事に於ては

山腹法切を充分にすることが必要である。 

5. 天然生雑木林には崩壊地が少い。 

6. 開懇地及原野に崩壊地が多い。 

7. 災害を受けすし處は地相の悪しき處である、故に家を建てるには家相のみならず地

相に注意することが必要である。 

（度山（1931）：昭和五年冬の豆相震災地視察旅行日記，砂防第 16 号，砂防協會，

p.39） 
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４）「山中新田」・錦田村（現在の三島市の一部） 

 「山中新田」では、山腹崩壊により 7名が犠牲になった。諸戸博士は、斜面上部の森林伐採

と開墾が原因であると指摘している。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

【昭和 5 年 11 月 28 日】 

錦田村山中新田の山崩を見る、崩壊面積は三ヘクタールあり笹生地及精麥畑なり、其

下方の人家一戸埋没され飯塚元次郎一家七人惨死して死体が発見されずと、此崩壊の

原因を考えるに此地方は粘土層厚く内部に安山岩の大石が混じて居る、傾斜面に麥畑あ

り笹生ずる所あり地形は山腹の凹地であって水分を含み滑落し易き所へ地震に因り崩壊

せしものである、此地方は八満用水の水源地で村有林は禁伐採として居るから立派の天

然林であるが其他は開墾地原野である、此の如き傾斜地を開墾して麥畑又は原野にして

居るから大雨でありて水を含むか或は地震あれば崩壊することは当然である、此の如き

所は成るべく深根性の樹木を植えて森林になすがよい、禁伐林にする考えと開墾を許す

考えとは正反対であるから成るべく此流域に於ける開墾を禁止して森林に復旧し禁伐林

とするがよい。 

又上方には亀裂が多く生じて居るから脇水博士は地元の住民に立退く方が賢明なりと

申されたとのことであるが、此亀裂は浅いもので假令落ちても大したことなく若し心配

なれば人工で落してしまってもよい、又此れに土を入れて亀裂を埋めるとの話もあるが

埋めたとて亀裂が接合するものでないから落下することは埋めても埋めなくても同結果

である、只水が亀裂に入り込みて流るれば浸食して裂目を深くするの憂あれども、之れ

も余り深くなるものでない、又容易に落ちるものでないが心配なれば人工にて亀裂の部

分を取去ればよい、此の如きことをするよりも此部分に植樹して禁伐保安林とし又渓流

には堰堤を設けて渓底を高めるがよい又住民の移転する必要はないと思う、我国の如き

地震国では何所に行くも危険である、地震を恐るるなれば寧ろ満州へでも移住するのが

最も賢明であろう。 

（度山（1931）：昭和五年冬の豆相震災地視察旅行日記，砂防第 16 号，砂防協會，

p.34-35） 

図 2-3-22 山腹崩壊発生地(推定)斜面の現況 

(伊豆半島ジオーパーク専任研究員 鈴木雄介氏撮影) 

(平成 29 年年 12 月 14 日撮影) 
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５）「大野」・北狩野村（現在の伊豆市の一部） 

 「大野」では、山腹崩壊により 6名が犠牲になった。また、崩壊土砂が河川を閉塞して天然

ダムが出来た。諸戸博士は、森林伐採が行われ、竹林化したことが原因であると指摘している。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

図 2-3-23 地すべり発生状況 

度山(1931)口絵写真 

図 2-3-24 地すべり発生地(推定)斜面の現況 

(平成 29 年 11 月 14 日撮影) 

【昭和 5 年 11 月 29 日】 

午後一時北狩野村大野に到る、大場及大仁は倒壊家屋が多く目下復旧中である。 

大野は山崩の為め三戸埋没し六名惨死した、此崩壊は東南面で此の為に狩野川の支流

古川を堰止めた、此地方は竹林に櫟、松點生し上方は畑であったと、竹林は一米四方位

宛に破れて崩落して居る、竹の根は三十糎位にて割合に土を扞止する効能が少いもので

ある、此所の崩壊も森林を伐採した結果である。 

（度山（1931）：昭和五年冬の豆相震災地視察旅行日記，砂防第 16 号，砂防協會，

p.36） 
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６）「梅木」・中大見村（現在の伊豆市の一部） 

 「梅木」では、山腹崩壊により 6名が犠牲になった。諸戸博士は、斜面を桑畑にしたことが

原因であると指摘している。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

【昭和 5 年 11 月 30 日】 

中大見村梅木に着す、此所は東面の山腹が二ヘクタール崩壊して二戸埋没し六名惨死

した。此原因は粘土層の所に桑畑を作った為めである。此所に水力発電所があって地震

の際火を発し焼失した、崩壊地の上方に神社があるが危険である、櫟、雑木及松が點生

して居る、一時十分梅木を発し中大見村の役場に到り村長に面会し家屋の建築其の他開

墾に関し注意した。 

（度山（1931）：昭和五年冬の豆相震災地視察旅行日記，砂防第 16 号，砂防協會，

p.38） 

図 2-3-25 中梅木地区山腹崩壊発生地(推定)斜面の現況(平成 29 年 11 月 14 日撮影) 

図 2-3-26 上梅木地区山腹崩壊発生地(推定)斜面の現況 

(平成 29 年 11 月 14 日撮影) 
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７）「原保」・上大見村（現在の伊豆市の一部） 

 「原保」では、山腹崩壊により 1名が犠牲になった。崩壊土砂は斜面下方を流れる大見川の

支流を越えて対岸にまで至り、被害が拡大した。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

【昭和 5 年 11 月 30 日】 

上大見村原保に着す、此所は東面の山腹約一ヘクタールを崩壊して水流が大見川支流

を越えて右岸に来り右岸に在った家屋を埋没して女中が一名惨死したとのことである、

崩壊地の下には田地があって川幅三十米あったが之れを越えて右岸に来たケヤキ、スギ

の大木が道路と共に右岸に来て居る。 

（度山（1931）：昭和五年冬の豆相震災地視察旅行日記，砂防第 16 号，砂防協會，

p.38） 

図 2-3-27 山腹崩壊発生地(推定)斜面の現況 

(平成 29 年 11 月 10 日撮影) 
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８）「子豕野」・函南村（函南町の一部） 

 「子豕野」(こぶたの)では、山腹に亀裂が生じ、下方へ移動し始めたが、動きが停止したた

め、被害が発生していない。震災後、渓流には複数の堰堤が設置されている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【昭和 9 年 2 月 1 日】 

三島駅には静岡県の荒廃林地復旧工事に従事しる諸君即ち修善寺事業所の高井君、熱

海事業所長の数野君、伊東事業所長の堀内君等が出迎えらる。之れより直に自動車八台

に分乗して旧東海道を箱根に向い東に走ること約二十分錦田村大字山中新田に着し之れ

より徒歩凾南村大字桑原字子豕野附近の震災林地復旧工事の山腹萱筋工及石堰堤を視察

した。密柑の御馳走あり小憩の後数野君の説明があった。其要旨は次の通りである。 

【静岡県田方郡錦田村外五ヶ町村に於ける震災荒廃林地復旧事業概要】 

練積堰堤工 第一号 天端長 35.0m 敷長 22.0m 直高 7.0m 経費 9,684.950 円 

練積堰堤工 第二号 天端長 46.0m 敷長 30.0m 直高 7.5m 経費 8,576.200 円 

 昭和五年十一月二十六日の駿豆大震災に因り堰堤の上方約 4 ヘクタールの原野は無

数の大小の崩壊並に亀裂を生じ大地塊は緩慢の移動を始めたるも間もなく静止したる為

め山脚部を固め土砂流失を防ぎ以て将来に於ける地塊滑走の因を未前に防止する目的を

以て築設す。 

（度山（1934）：昭和九年二月東京帝国大学農学部林学科砂防工事見学旅行日記，砂

防第 34 号，砂防協會，p.31-32） 

図 2-3-30 地すべり発生地(推定)斜面の現況 

(伊豆半島ジオーパーク専任研究員 鈴木雄介氏撮影)(平成 29 年 12 月 14 日撮影) 

 

図 2-3-28 混合積堰堤(前方)及び練積堰堤(後方) 

度山(1934)口絵写真 

図 2-3-29 子豕野の沢の堰堤 

(平成 29 年 12 月 14 日撮影) 
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3.海外 

3.1 概要 

 平成 29 年 10 月に、諸戸北郎博士の欧州留学時等の足跡等を把握するため、オーストリ

ア、イタリア、チェコにおいて、諸戸北郎博士アルバムの写真、「砂防」の諸戸博士の旅行

記等にある砂防工事箇所等の現況について調査を行った。訪問国と訪問地の位置図を図 3-
1-1 に示す。 

オーストリアでは、BOKU 大学を訪問し、明治期の砂防関係留学生である諸戸博士他の

学籍簿を入手した。これに関しては、4.で述べる。 
イタリアでは、タルビジオ周辺においてアメリゴ・ホフマンが携わった砂防堰堤並びに

森林事務所の関係資料の調査を行った。  
チェコにおいては、ラコヴニーク周辺で諸戸北郎博士アルバムの写真と諸戸博士著書に

記載のある現地の調査を行った。  
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 3-1-1 調査訪問地 

ラコヴニーク

タルビジオ 

ウィーン
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3.2 諸戸博士留学時のオーストリア帝国 

 諸戸博士の欧州留学時の足跡をたどるためには、当時のオーストリアの地勢について理

解しておく必要がある。 

諸戸北郎博士の留学期間（日本出発から帰国迄）は、1909（明治 42）年 1 月 30 日から

1912（明治 45）年 6 月 3 日である。この時期は、オーストリア＝ハンガリー二重帝国（1867
年成立）の時代であり、オ－ストリアとハンガリーはそれぞれの首相のもとに内閣を組織

し、独自の議会をもつ一方で、外交、防衛と財政の三分野は、各議会の代表からなる組織

で協議することとし、両国共通の省の管轄のもとにおかれていた。（図説ハプスブルク帝国，

河出書房新社，1995，p.79-80）。 
諸戸博士は、「欧羅巴諸国ニ於ケル野渓留工事調査復命書」（農商務省山林局，1915 年）

において、オーストリア帝国の砂防工事の沿革について述べている。この中で、砂防工事

を実施する事務所とその管轄地域についての経年変化も分かる形で表に取り纏めている。

1884 年には「フィラッハ」と「テッシェン」の 2 野渓留工監督署が 11 州を管轄していた

ものが、1910 年には 12 の監督署が 15 州の工事を管轄する体制となっている。 

第一次世界大戦直前の 1913 年時点の、オーストリア帝国の領土を図 3-2-1 に示す。本図 

は、1984 年に出された「オーストリア砂防事業 100 年記念誌」（Bundesministerium für  

Land-und Forstwirtschaft（1984）：100 JAHRE WILDBACHVERBAUUNG IN ÖSTERREICH，

1984，281pp.）の p.25 の図に、諸戸博士が使用している州名称（ドイツ語）を加筆したも

のである。また、この図に示される  各州が現在属して国について、表 3-2-1 に示す。  
  諸戸博士は、大日本山林會報現在のオーストリア以外の地域を視察した旅行日記とし

て、「南墺旅行所感」（第 333 号，1910，p.11-29）、「澳国ダルマチヤ州（Dalmatien）及ボ

スニア、ヘルチエゴビア（Bosnien und Herzegowina）州旅行日記及所感」（第 350，912，

p.19-26）、「明治四十四年六月墺國メーレン州及シュレシェン州修學旅行日記及び所感」

（第 351，1912，p.19-26）を残している。 
したがって、諸戸博士は現在のオーストリアのみならず、これら当時のオーストリア帝

国の諸地域の調査を行ったことがわかる。  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

─ 42 ─



 

 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図 3-2-1 1913 年のオーストリア帝国領土 
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州名 現在の国と位置 現地語名等 

上墺州 

Nieder-Österreich 

オーストリア  

下墺州 

Ober-Österreich 

オーストリア  

サルツブルグ州 

Salzburg 

オーストリア  

チロール州 

Tirol 

オーストリア  

（南チロール） イタリア  

フォルアールベルグ州 

Vorarlberg 

オーストリア  

スタイエルマルク州 

Steiermark 

オーストリア  

ケルンテン州 

K ärnten 

オーストリア  

クライン州 

Krain 

スロヴェニア中央部 伊 語  Carniola ， 

ス ロ べ ニ ア

語  Kranjska 

海岸州 

Triest,G örz u.Istrein 

イタリア（トリエステ周辺）、スロヴェニ

ア（海岸部）、クロアチア（イストリア半

島） 

 

ダルマチエン州 

Dalmatien 

クロアチア（アドリア海沿岸部） 英 語 Dalmatia ， 

ク ロ ア チ ア

語  Dalmacija 

ベーメン州 

B öhmen 

チェコ（西部） 英 語  Bohemia 、 

チェコ語  Čechy 

メーレン州 

M ähren 

チェコ（東部） 英 語  Moravia 、 

チェコ語  Morava 

シュレジェン州 

Schlesien 

ポーランド（南東部） 英 語 Silesia，     

ポーランド語 Śląsk 

ガリチェン州 

Galizien 

ウクライナ（最西部）  

ブコヴィナ州 

Bukowina 

ウクライナ最西部の一部、ルーマニ

ア東北部の一部 

ウ ク ラ イ ナ 語

Буковина、ルーマニア

語 Bucovina 

（注）州名は諸戸博士の留学復命書にある名称で、下段は「オーストリア砂防事業 100 年

記念誌」（Bundesministerium für Land-und Forstwirtschaft，1984,  p.25）のドイツ語名である。 

表 3-2-1 1913 年時点のオーストリア帝国の各州が現在属している
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3.3 イタリア 

 3.3.1 概要   

 イタリアでは 、フリウリ=ベネツィア・ ジュリア（Friuli-Venezia Giulia）州の北東端

に位置するアメリゴ・ホフマンと諸戸博士に係りのあるタルビジオ（Tarvisio）周辺の調

査を実施した。 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
  

 

 

諸戸博士の「昭和六年訪米旅行日記（第二回）」（「砂防」第 23 号，p.56，1932）と「昭

和六年訪米旅行日記（第三回）」（「砂防」第 24 号，p.32-33，1932）に「タルビス」に関し

ての記述がある。タルビジオはフリウリ=ベネツィア・ ジュリア（Friuli-Venezia Giulia）
州にあり、オーストリアのフィラハ（Villach）から車で約 30 分に位置している国境の町

である。なお、「タルビス」は「タルビジオ」（イタリア語）のドイツ語名称であり、諸戸

博士は「砂防」等でこのドイツ語名称を使用している。  
なお、フィラハの西にあるガイルタール（ガイル渓谷）とタルビジオの西にあるカナル

タール（カナル渓谷）は、2003 年の豪雨で土石流と洪水の被害が発生した。  
 

 

 

図 3-3-1 イタリア全図（地球の歩き方 A09 イタリア,ダイヤモンド社より引用・

タルビジオ 
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図 3-3-2 タルヴィジオ周辺の調査箇所位置図 

（VENETO,FRIULI VENEZIA GIULIA LAGO DI GARDA,20 万分の 1,MARCO POLO Highlights 

より引用・追記） 

図 3-3-3 ガイルタール（Gail ｔal）とカナルタール（Canal tal:（伊語）Valle 

サイセラ渓

ルッサーリ渓

タルビジオ
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【関連資料：諸戸博士の昭和 6 年タルビジオ訪問①】 

8 月 2 日。オストバーンホーフ駅に行き七時四十分発伊太利行の列車に乗込む。此頃は

避暑客が多いので満員である維納より二時間程離れると水道水源地の所から山となり、伊

太利境、タルビス迄山間を通るので線路の両側には山林が多い山の上まで立派なタウヒ、

赤松林であるビラハ市から山が悪くなって山骨が出て全く樹木の無い所が多い午後四時四

十分に着く筈の列車が半時間遅れて五時十分に着くパスの検査と税関で半時間もかかり出

迎えの営林署長が来て呉れたから早くパスを受取り駅の珈琲店で珈琲を飲み五時五十分頃

に自動車に乗り署長が運転してタルピス町の官舎に入る。  
（度山、昭和六年欧米旅行記（第二回），砂防第 23 号，p.56，1932） 

 

 

 

【関連資料：諸戸博士の昭和 6 年タルビジオ訪問②】 

8 月 3 日。フェラ河流域ツオルホ渓の砂防工事を見る。石堰堤多くタウヒ編柵工、  
張石水路あり。（中略）タルビス町は海抜六百五十米の所にあり避暑客多い、余が二十年前

視察せし際は此の地方は墺国なりしが欧州大戦の結果伊太利領となりし所にて 1925 年頃

より施行せし工事多し。（中略）午後 6 時タルビス町に帰るとホーフマン君の令息アルベ

ルト君が待って居る、アルベルト君は父ホーフマン君が当地に来て居ると思って訪ねてき

たがホーフマン君は私の手紙の行き違いで来ていない、アルベルト君は日本で生まれた人

で二才の時に欧州へ帰った、今年は 24 歳で目下フローレンスの山林学校の学生である。  
（度山、昭和六年欧米旅行記（第三回），砂防第 24 号，p.32-33，1932） 

 

 

 

【関連資料：アメリゴ・ホフマンのフィラッハ勤務】 

 

 

 

 

 

 

 1897 年秋、彼は森林試補としてオーストリア国家公務員となり、国立「森林河川管

理のための森林技術局」のヴィルラッハ部局に配属された。彼はガイルタールおよび

カナルタールでの作業を担当し、これらの渓谷にある数多くの渓流でそれらのさまざ

まな特徴に関する知見を得た。  
Dr. AMERIGO HOFMANN  Ein Gedenkblatt （アメリゴ ホフマン 記念冊子）

（BOKU 大学所蔵、作成年不詳） 
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【関連資料：2015 年 9 月 10 日、アメリゴ・ホフマンの孫の Amerigo Hofmann（同姓同名）

氏より聞き取った内容】 

「タルビス」は、Tarvisio 市（Friuli-Venezia Giulia 州 Unide 県）のことを言って

いると思う。おじいさんは、第一次世界大戦後ウィーンからゴリッチア（Gorizia）県

（現イタリア東北部に位置し、トリエステに近い）に来て、イタリアの森林関係の職場

に入った。その後タルビジオ（現在のオーストリアとの国境にある町）に異動になり、

その地区の監督官で、その地域を監督していた。イタリアの国有地の中では最も大きい

森林なので、重要な地域だった。面積は 223、000ha もあり、今でも重要なところであ

る。 
その後ローマに異動後、最後は森林局長で退職した。退職後は、ロードス島（現在は

ギリシア領）の森林関係の仕事をした後、ボローニャ大学で教鞭をとった。第二次世界

大戦があったことから空襲を避けるためタルビジオに疎開し、1946 年に当地で亡くな

った。 
※第一次世界大戦：1914 年 6 月－1918 年 11 月 
※※アメリゴ・ホフマンが BOKU 大学教授の期間：1917 年－1920 年 
（（仮称）土砂災害対策の礎を築いた偉人－日本近代砂防の祖・諸戸北郎－[骨子と関係

資料]、平成 28 年 3 月，諸戸北郎博士砂防業績研究会，p.188） 
 

 

 
4.4.2 諸戸博士が 1931 年に訪れた堰堤 

10 月 4 日の午前中、フリウリ・ヴェネツィア・ジウリア（Friuli-Venezia Giulia）州の

Gorizzia（ゴリッツィア）にある同州の砂防を担当する事務所の Andrea Bonanni（アン

ドレア・ボナーニ）氏と森林警察のメンバーに現地を案内してもらった。  
現地を見る前に彼らに、諸戸博士が昭和 5 年に訪れた時の「ツオルホ渓の砂防工事を見

る」（度山（1932）：昭和六年欧米旅行日記 第三回，砂防 24 号，p.32）に該当すると思わ

れる写真（図 3-3-4）の場所に訪れたいと希望を述べたが、具体的な位置を特定できない

とのことで、行くことができなかった。 

諸戸北郎博士と砂防堰堤が写っている写真を見てもらい、写真の場所がどこかわかるか

聞いたが写真が近景のため、難しいとのこと。ただ、同行の森林警察のメンバーの一人に

よれば、スロベニアとの国境付近のモンテグアルダにあるグアルダ山の渓流にある施設に

似ているので後日確認してみると言ってくれたが、その後情報は得られていない。 
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3.3.2



 

 
 
 
 
 

図 3-3-4 諸戸北郎博士と砂防堰堤が写っている

写真（「砂防」第 24 号（1932）の口絵写真） 

四里許り走りフェラ河流域ツオルホ野渓の砂防工事を見る。石堰堤多くタウヒ編柵

工、張石水路あり、練積堰堤は一立方米に付約八圓、空積堰堤は一立方米に付約二圓、

（中略）十時半よりサイセラ野渓に行き編柵工を見て…  
（度山、昭和六年欧米旅行日記  第三回，砂防 24 号，p.32，1932） 
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3.3.3 ルッサーリ(Lussari）渓 

ルッサーリ渓には、平成 28 年 9 月に初めて訪れた。その時は、時間の関係上この渓流

とサイセラ（Saisera）渓を、森林警察署長のテルリッシャー（Terlicher）氏の案内で

急ぎ足で見て回った。ルッサーリ渓では、図 3-3-5 の堰堤を見て写真を撮ることが出来

たのみであった。 

ルッサーリ渓上流にはかつて小さな湖が存在していて、1888 年に上部斜面が崩壊した

際に崩壊土砂が湖に流入した際に、流出した土砂が土石流となり流下するという災害が発

生し、その後荒廃が進んだとの事である。  
図 3-3-5 の堰堤は、1902 年に竣工している。堰堤直下流には前庭保護工として施工した

材木が残っている。テルリッシャー氏によれば、当時 27 歳のアメリゴ・ホフマンがこの堰

堤施工に関ったとの事である。  
 

 

 
  平成 29 年 10 月に、再びルッサーリ渓を訪れた。今回は下流から上流にかけて時間をか

けて複数の堰堤を調査した（図 3-3-6）。案内はフリウリ・ヴェネツィア・ジウリア（Friuli-

Venezia Giulia）州の Gorizzia（ゴリッツィア）にある同州の砂防を担当する事務所の

Andrea Bonanni（アンドレア・ボナーニ）氏、そして森林警察書のメンバーである。平成

28 年にお世話になった森林警察署長の Patrizio Terlicher（パトリッツィオ・テルリッ

シャー）氏は、午前中は所要のため、午後のサイセラ渓の案内をしてもらった。 

 

図 3-3-5 アメリゴ・ホフマンが関わったルッサーリ渓の堰堤 

（左：全景、右：近景） 

 1897 年秋、彼は森林試補としてオーストリア国家公務員となり、国立「森林

河川管理のための森林技術局」のヴィルラッハ部局に配属された。彼はガイル

タールおよびカナルタールでの作業を担当し、これらの渓谷にある数多くの渓

流でそれらのさまざまな特徴に関する知見を得た。  
（Dr. AMERIGO HOFMANN  Ein Gedenkblatt （アメリゴ ホフマン

記念冊子）（BOKU 大学所蔵、作成年不詳） 
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図 3-3-6 ルッサーリ渓・平成 29 年調査位置図 

（019 Alpi Giulie Occidentali Tarvisiano,2 万 5 千分の 1,TABACCO より引用・追記）  

堰堤① 

堰堤② 

堰堤③ 

道路標識 
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１）ルッサーリ渓・堰堤①  

 上流から順に堰堤の調査を実施した。上流から下流側を見て左岸右岸という言い方は、

イタリアでも同じであるとの事である。本堰堤は、平成 28 年 9 月に訪れた堰堤である

（図 3-3-7）。1900 年代（1900－1910）の造りであり、石を積み重ねた空石積の構造と

なっている。使用されている石は大きく、重さで構造を持たせる構造とみられる。戦後直

後のクラシカルなタイプである。当時は機械が無い時代であるため、手作業で作業してい

た。 
現在メンテナンス作業が必要になってきている状態であるとのことである。森林警察

の方からも北の方でもメンテナンスが必要な施設も出てきているとの話があり、日本同様

維持管理において課題が出てきているようである。  
 本渓流には、同様な堰堤が 10 基以上存在するとのことである。下流側の堰堤は後から

作られたものもあるが、実際何年に施工されたものなのかははっきりしていない。オース

トリア帝国の支配下にあった第一次世界大戦（1914-1918）以前に施工された堰堤は、イ

タリアには資料が残っていない。施工年は石に書いてある場合もあるそうだが、現地では

確認できなかった。1904 年までの施工であればアメリゴ・ホフマンが関わっている可能

性もある。 
今回、案内に同行してくれた CARBINIERI は森林警察で、もともとは軍隊の組織であ

った。警察の中の多岐にわたる管轄のうち、森林関係を受け持つ。今年体制が変わり、州

独自の体制となっている。 
 
  

図 3-3-7 堰堤全景（下流から撮影）  図 3-3-8 同行の森林警察のメンバー  

図 3-3-10 堰堤付近全景 図 3-3-9 堰堤下流部の状況 
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２）ルッサーリ渓・堰堤②  

堰堤①から 300m 程度下流にある堰堤。堰堤①よりも新しい時代の堰堤で、1930-1935
年に施工されたとのことである。堰堤は練石積で施工されている。堰堤高は 6m 程度。渓

流の左岸側は表層崩壊により、樹木が繁茂せず植生に乏しい。  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

３）ルッサーリ渓・堰堤③ 

堰堤②から 300m 程度下流にある堰堤。1950 年代に補修が行われている。  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図 3-3-11 堰堤の全景 図 3-3-12 越流部 

図 3-3-13 堰堤下流部左岸側：崩壊が 図 3-3-14 堰堤下流周辺状況 

図 3-3-15 越流部 図 3-3-16 堰堤周辺状況 
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3.3.4 サイセラ（Saisera）渓 
諸戸北郎博士の欧米旅行日記で、サイセラ（Saisera）渓に関する記述があり、諸戸

博士が当渓流を 1931 年に訪れたことがわかる。   
 

 
午前中でボナーニ氏・森林警察の方々と別れ、昼食後テルリッシャー氏（Patrizio 

Terlicher ；Fond Edificio di Culto の局長）と合流した。現地調査に入る前に、諸戸博

士が 1931 年に当地を訪れた際の写真を見せて、堰堤のある場所について聞いてみた。  
ディプレーデイル（鉛や銅の鉱山のある閉鎖されている地区）にこのような堰堤は

あるが、この資料だけでは難しいとのことであった。  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  

 四里許り走りフェラ河流域ツオルホ野渓の砂防工事を見る．石堰堤多くタウヒ

編柵工、張石水路あり、練積堰堤は一立方米に付約八圓、空積堰堤は一立方米に付

約二圓、（中略）十時半よりサイセラ野渓に行き編柵工を見て…  
（度山、昭和六年欧米旅行日記  第三回，砂防 24 号，p.32，1932） 

図 3-3-17 サイセラ渓調査位置図① 
（VENETO,FRIULI VENEZIA GIULIA LAGO DI GARDA,20 万分の 1,MARCO POLO Highlights より 

引用・追記） 
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図 3-3-18 サイセラ渓調査位置図② 

（019 Alpi Giulie Occidentali Tarvisiano,2 万 5 千分の 1,TABACCO より 

引用・追記） 

堰堤① 

堰堤② 

堰堤③ 
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 サイセラ流域は石灰岩の地質からなっており、多くの荒廃渓流から大量の土砂流出があ

る渓流であり、古くから砂防工事を実施している。石積堰堤（堰堤①）も見受けられた。 
 現地は 2003 年に災害が発生した現場である。イタリアでも近年雨の降り方が変わって

きており、2003 年～2008 年の間に 2 時間で 80 ㎜の雨が降るようになった。現場周辺は

優良なミネラルウォーターの産出地のため、水の売買、また石材としても良質であるた

め、石についての売買もテルリッシャー氏の森林警察署管轄となっている。  
 付近の森林についても、重要な資源となっており、ブナの木はブロンズを作る際、また

バイオリンのストラトディバリウスを作る際にも使用されている。  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 堰堤①の南側に位置する渓流では堆積工を設けており、500m3 の土砂を堆積させるこ

とが可能となっている。この渓流では、ここ 20 年くらい上流で降雨があると、崩れた土

砂がそのまま流下してしまう状況となっている。ここ 20 年間で、500 年に 1 度の規模の

災害が 2 回も発生しており、堆積工の施工を他の渓流でも進めていかなくてはならない

と考えているとのことであった。  
 2003 年の災害では、1903 年の災害（9 名死亡）の記念式典準備中の被災で、8 名の方

が亡くなっている。この際の公示援助金は 2 億 5 千ユーロ（=300 億）である。 
また、2007 年、2008 年の災害では、下流側の村が被災している。  

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図 3-3-19 前面の勾配が緩く被災している堰

堤
図 3-3-20 テルリッシャー氏と 

図 3-3-21 堰堤②（堆積工） 図 3-3-22 堰堤③ 
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3.3.5 森林警察事務所  

現地調査後、テルリッシャー氏が所長をしている、タルヴィジオの森林警察事務所

（UFFICIO TERRITORIAL CARABINIERI PER LA BIODIVERSITA TARVISIO；直訳

すると「タルヴィジオの生物多様性保護のための国有林警察事務所」）を訪れた。  
 諸戸北郎博士やアメリゴ・ホフマン（元東大お雇教師）が宿泊した森林事務所の建物

で、施設の歴史と、組織の取組みについて説明を聞いた。  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図 3-3-23 事務所全景 図 3-3-24 事務所正面入口 

 

UFFICIO TERRITORIAL CARABINIERI 
PER LA BIODIVERSITA TARVISIO 

図 3-3-25 タルヴィジオの森林警察事務所位置図 

（019 Alpi Giulie Occidentali Tarvisiano,2 万 5 千分の 1,TABACCO より引用・
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○森林事務所の施設と仕事 
・1880 年代、戦争でイタリアが勝利し、イタリアの持ち物となった。それまではオース

トリアの貴族の持ち物だった。  
・2500kｍ2 を管理し、木の配分もしていた。80 箇所のフィールドでは木を切っていた。  
・昔は各地の森林の持ち主がお伺いをたてにくる場所だった。  
・木の梁は 1516 年頃の物。 
・家具は、管理している森林の木を使って作ったものである。  
・木の販売もしており、ストラトディバウス用の木等用途にふさわしいものを届ける取組

もしている。 
 
 
 
  

図 3-3-26 鹿の間 図 3-3-27 管理している森林の木で作った家具  

図 3-3-28 1800 年代製作のアジェリカ焼きの 

ストーブ 
図 3-3-29 ストラトディバウス用の木。 

   木目が波打っている。 
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○アメリゴ・ホフマンの仕事  
・アメリゴ・ホフマンが作った森林の図。ピンクの部分は民地。砂防の施設は、また別の

図がある。 
・1922 年にアメリゴ・ホフマンがイアタリアに戻って、ゴリッツィアの事務所で仕事を

していた。  
・アメリゴ・アレッサンドロ・ホフマン（アメリゴ・ホフマンの孫）も子供のころこの事

務所に来ている。その後、41～50 歳の時森林監として住んでいた。昨年も来ている。  
・木をどのように配布したか示した資料で、アメリゴ・ホフマンのサインがある。  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図 3-3-30 アメリゴ・ホフマンが作成した森林基本図 

図 3-3-31 アメリゴ・ホフマンのサイン
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○諸戸北郎博士とアメリゴ・ホフマン  
 ・諸戸博士とアメリゴ・ホフマンが泊まったと思われる寝室。  

・アメリゴ・ホフマンがローマの森林局長をしていた時代に、1931 年に諸戸博士が当

地を訪れた際に、この事務所を訪問し、来客としてこの部屋で泊まった可能性があ

る。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

 
 

  
（昭和 6 年 8 月 2 日） 

午後四時四十分に着く筈の列車が半時間遅れて五時十分に着くパスの検査と税関で半

時間もかかり出迎えの営林署長が来て呉れたから早くパスを受取り駅の珈琲店で珈琲を飲

み五時五十分頃に自動車に乗り署長が運転してタルピス町の官舎に入る、官舎は立派で広

い私も室も 24 畳敷位所である。 
今日は昼飯を食せず日本より持参の煎餅と朝鮮で貰ったチョコレートで昼飯に代えた。

煎餅は実にうまい。維納で毎日一枚宛食べて居った。  
（度山、昭和六年欧米旅行記（第二回），砂防第 23 号，p.56，1932） 

 

 
 

 

図 3-3-32 事務所 3 階の客間(セレモニー等の際に VIP が使用する) 
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3.4 チェコ 

3.4.1 概要  
平成 29 年 10 月 9 日，諸戸北郎博士アルバムの写真にある堰堤箇所の現況を確認するた

め，チェコの Bohemia（ボヘミア、チェコ語 Čechy）地方 Rakovník（ラコヴニーク）郡

の Šanov（シャノフ）及び Senomaty（セノマティ）で調査を行った． 
チェコは，東西 700km，南北 300ｍの国土を持ち，北はポーランド，東はスロバキア，

南はオーストリア，西はドイツと国境を接する内陸国であり，国土のほとんどは山や丘陵

で覆われている．中央～西部はボヘミア地方と呼ばれ，全体的になだらかな丘陵地帯が広

がっている．東部は Moravia(モラビア、チェコ語 Morava)地方と呼ばれ，平均的にはボヘ

ミア地方よりも標高が高い．このような地形状況のため，チェコには流れ込む河川がなく，

全ての河川はチェコから流れ出ている．それらのうち，ドイツを貫流して北海に流れ込む

Elbe（エルベ）川，Vltava（ヴルタヴァ，別名モルダウ）川  という Elbe（エルベ）川の

支流が大きい．西部は西岸海洋性気候の影響を受け，夏季もさほど気温は上昇せず乾燥し

ており，東部は大陸性気候で気温の年較差が大きい．  
今回調査した箇所には、平成 28 年 9 月に訪れた箇所がある． 
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図 3-4-1 チェコの全図 
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図 3-4-2 Bohemia（ボヘミア）地方のなだらかな丘陵地形（Šanov 周辺） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

図 3-4-3 調査位置図（1:25,000 地形図） 

  

Rakovník

Šanov

Příčína

─ 63 ─



 

                         
 

 

R
ak
ov
ní
k

Š
an

ov

P
ří
čí
na

調
査

堰
堤

図 3-4-4 地元の観光マップと調査位置  
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3.4.2  Rakovník（ラコヴニーク）渓域 

1)  Šanov（シャノフ）村周辺 
 諸戸北郎博士アルバム（図 3-4-5）にある「ラコニッチェル(Rakonitzer)」渓域「セノマ

ート(Senomat)」渓はチェコの首都プラハから西へ約 60km の丘陵地形のところに位置して

いる．この呼び名はドイツ語であり，チェコ語ではそれぞれ「Rakovník（ラコヴニーク）」，

「Senomaty（セノマティ）」である．1910 年代半ばまではオーストリア帝国のベーメン州

であった時期に諸戸博士が当地を訪れた時の写真と考えられる．これらの写真は、オース

トリア帝国のベーメン州であった時期に諸戸博士が当地を訪れた時のもので、裸地化して

いた丘陵地に施工された編柵工を中心とする山腹工の効果を示すものである。 

図 3-4-6 の復命書の位置図の中に「サノブ村」という記載がある。現在の Senomaty 周辺

の地図を確認したところ、「Šanov」という地名があることが分った。諸戸博士は「サノブ」

とカタカナ表記しているが、チェコ語の発音では「シャノフ」となる。平成 29 年 10 月に、

Šanov 村の周辺の現地調査を実施した。 

この地域には平成 28 年 9 月にも調査で訪れた。再び訪れた理由は、前回は図 3-4-5 の 

写真のみが既知の資料であったが、帰国後に諸戸博士の著書等やワングの著書に、当地の

砂防工事が図面や写真入りで紹介されていることがわかったため、これらの資料に基づき

再度調査を行う必要が生じたためである。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図 3-4-5 諸戸北郎博士アルバム写真と諸戸北郎博士説明文  
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図 3-4-6 諸戸北郎博士復命書の位置図と現在の地図の比較 

（上：諸戸北郎博士復命書、下：Google Map） 

「サノブ村」と書かれている  

「サノブ村」=「シャノフ」と考え、  
現地踏査を実施  

シェシシュスキー渓  
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図 3-4-7 調査位置図 
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図 3-4-8 諸戸砂防工学 工事雛形   
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諸戸北郎博士の留学復命書にある位置図をたよりに，チェコ工科大学の Josef Křeček（ヨ

ゼフ・クシェチェック）准教授の案内で現地の調査を行った．Šanov 地区庁舎職員へヒア

リングした結果、留学復命書の位置図にある堰堤位置には堰堤はなかった。現地踏査の結

果、図 3-4-10 の平面図にある渓流へはアクセスできたと思われるが、渓流の上流部は耕作

地として利用されていたことから、地形改変により、渓流上流部は埋められたと推測され

る。 
また、地区庁舎職員へのヒアリングにより、1950 年頃に洪水（もしくは土石流）が発生

したことが判明し、堰堤があったとされる位置よりも下流でも、中小の地形改変があった

ことが分かった。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図 3-4-9 Šanov 地区庁舎でのヒアリング 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 

 

 図 3-4-10 現地調査結果（諸戸北郎博士アルバム内の位置図に加筆） 
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シェシシュスキー渓 

（Řeřišský） 

 図 3-4-11 ラコヴニーク渓域の調査場所 

（KRIVOKLATSKO RAKOVNICKO KARLSTEJN, TURISTICKA MAPA に加筆） 

図 3-4-12 と

思われる渓流

シャノフ（Šanov） 

セノマティ

（Senomaty）
図 3-4-13 と

思われる渓流

図 3-4-20 の

堰堤 
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写真① 谷合流点    写真② 渓流状況 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

写真③ 渓流状況     写真④ 上流域土地利用 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

写真⑤ 道路屈曲部 
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写真⑥ 下流状況        写真⑦（Řeřišský potok） 

シェシシュスキー渓との合流点          

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図 3-4-13 洪水による地形改変のイメージ 

 
 

ｚ

ｚ

ｚ

ｚ

ｚ

①元の河床（道路）面

②侵食による深掘れ

③現在の道路面

1950年の洪水（または土石流）により、
元の道路面が侵食された

現在は道路面を高くし、
道路下に生活排水、
もしくは雨水を通している

現在、道路脇の石積が地表に現れているが、
道路と石積の境界部が不自然であるため、
道路下にも石積が続いていると推測される。

図 3-4-12 図 3-4-10 の平面図の渓流の状況写真 
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図 3-4-10 の平面図に示されている堰堤を見つけることはできなかったが、隣接する渓

流には古い石積堰堤を発見した。図 3-4-8 の堰堤図面とは形状は異なる（袖小口が無い、

水抜き暗渠が無い）が、石の積み方から同年代に建設された堰堤ではないかと推測した。

堰堤下流には人家が立ち並んでいる一部の斜面で土が露わになっている部分が見られ、諸

戸博士アルバムの写真の地形と似ていた。諸戸博士が訪れた当時の Šanov の丘陵地の表

面は、立木の過伐により土砂移動が著しいため、植生が根付かず土壌が露出していたと推

測される、 
 
 

 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図 3-4-14 隣接渓流に位置する石積堰堤  
 
 

 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 

図 3-4-15 隣接渓流の堰堤と周辺の状況写真 

  

正面から撮影 左岸側から撮影 

天端幅 1.0m 

高さ 
1.5m 

堤長 10m 

諸戸博士が訪れた際は植生の無い部
分で覆われていたと考えらえる。 
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図 3-4-16 調査位置（ポストカードに追記）   

調査渓流 
（諸戸博士アルバム 
に載っている渓流） 

調査渓流 
（石積堰堤確認）
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2) Příčína（プシーチーナ）周辺 

Senomaty（セノマティ）の市街地から南へ 5.5km ほどの場所にある、昨年当地を訪れた

際に調査した、 Příčína（プシーチーナ）駅近くの石積堰堤について、現地計測を実施し

た。堰堤の位置している渓流はペトゥロビツキー（Petrovický）渓のブラントゥスキー

（Brandský）支渓である。当該堰堤はアーチ形をしており、袖部と水通し部が明確に分か

れており、図 3-4-8 の工事雛形にある堰堤平面図のものと水抜き暗渠の数が異なっている

ことを除けば、形状が極めてよく似ている。堰堤の水通し部天端に使われている石材の下流

面には「1908」と刻まれており、諸戸博士がオーストリア周辺へ留学していた期間（1909
年 3 月～1912 年 5 月）に近く、諸戸博士が留学をしていた当時は、チェコではこのような

堰堤工事が主流であったと推測できる。なお、この堰堤は平成 28 年 9 月の調査で偶然見つ

けた堰堤である。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図 3-4-17 調査位置図 
 
 
 
 
 
 
 
 

プシーチーナ

石積堰堤

プシーチーナ駅 

 図 3-4-18  Příčína 駅  図 3-4-19 石積堰堤直近の道路橋
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図 3-4-20 堰堤全景写真とスケッチ 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
    図 3-4-21 堰堤天端状況     図 3-4-22 堰堤の石材に刻まれた数字 

アーチ形状を呈している 

正面図 断面図 

正
数字の石図 
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【平成 28 年 9 月欧州砂防調査報告書より（図番号は本報告書の通し番号とした】 
諸戸北郎博士アルバムにある砂防工事写真を唯一の情報として、チェコ工科大学のヨセ

フ・クレチェック（Josef Křeček）准教授の案内のもと現地の調査を行った。地元住民や

セノマティ（Senomaty）町役場支所職員へのヒアリングを手掛かりに複数の支渓を見て

回った結果、セノマティの市街地から南へ 5.5km ほどの Pricina（プリシナ）地区にある

道路橋の直上流に、アーチ形状の石積堰堤を見つけることが出来た。諸戸北郎博士アルバ

ムの写真とは周辺の状況は一変しており、渓流およびその周辺には樹木が繁茂していた。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図 3-4-23 石積堰堤位置図（赤丸の場所） 
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図 3-5-4 石積堰堤位置図（赤丸の場所） 

図 3-4-24 セノマティの石積堰堤のある渓流を左岸側から遠望（全体的になだらかな

丘陵状の地形を呈する中央の緑の林の中を、右から左に石積堰堤のある渓流が流れて

いる。左の道路の先に道路橋がある。2016 年 9月） 

図 3-4-28 アーチ状の横断形状（2016 年 9 月）
図 3-4-27 水通部中央最上段の石材前面

に刻まれた「1908」の文字（2016 年 9月）

図 3-4-25 石積堰堤の正面（2016 年 9 月） 

図 3-4-26 堰堤上流の堆砂状況（2016 年 9月）
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 本支渓及び周辺支渓ついての砂防工事は、「欧羅巴諸国ニ於ケル野渓留工事調査復命書」 
（諸戸北郎，農商務省山林局，1915 年）に、欧州の代表的な砂防工事の一つとして紹介が 
なされている。 

まず復命書の口絵写真 10 枚中 3 枚にラコヴニック渓の編柵谷止工の写真があり、本文中

にラコヴニック近傍の渓流対策、特に渓岸渓床の侵食対策について「ベーメン州ラコニッツ

郡セノマート村」と記して詳しく述べており、また石積堰堤と編柵工について、設計図に代

わる雛型図面として正面図、側面図、平面図が載っている（p.90-101，図 3-5-10）。また、

掲載写真の説明も記されている（p.186-189）。さらに、ラコヴニック渓の砂防工事の詳細な

説明が、地元の「野渓留工事監督署長」の報告書（1911 年 12 月）を引用して記されてい

る。 

 
 

 
 

（諸戸北郎、欧羅巴諸国ニ於ケル野渓留工事調査復命書、農商務省山林局、1915、 

p.93-94） 

図 3-4-29「ラコヴニック渓砂防工事」の工事雛型として示された石堰堤の正面図、 

平面図、断面図 
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今回の現地調査で確認した空石積砂防堰堤の形状は、雛型図面の正面図に似ており、水通

し天端の石材に刻字されている竣工年次と思われる数字が「1908」であった（図 3-4-27）。 
堰堤はアーチ形状で、前法勾配は 2 分、水通しの袖部立ち上がり勾配は約 2 割、前庭部

には石張りが施工されている。これらの形状は、水抜き穴の数が 5 個（図 3-4-25 写真）と

3 個（図 3-4-29 の正面図）の違いを除けば写真と正面図は同一である。 
諸戸博士は、1909 年 3 月（ウイーン到着）から 1912 年 5 月（ウイーン出発）にかけて

のオーストリア留学中に、「墺国各州ヲ巡歴シテ野渓留工事ヲ視察セリ」（復命書、緒言）と

述べている。当時のチェコはオーストリア帝国のベーメン州とメーレン州という地政学的

位置にあった。 
これらのことから、今回確認した堰堤が 1908 年に施工されたものであることから、諸戸

（1915）の雛型図の堰堤はこの頃に施工されたもので、1909 年～1912 年に留学していた

諸戸博士が施工直後のこの堰堤を訪れた可能性が高い。諸戸博士は、現地の写真を持ち帰り

調査結果を復命書に書いたと考えられる。 
 なお、本復命書には、ラコヴニック渓の砂防工事の関係図面が付けられている。このうち 
全体平面図を図 3-4-30 に示す。この平面図と図 3-4-25 の写真の位置関係は未確認である。 
 
 

 
 
 
 

図 3-4-30 ラコヴニック渓砂防工事 全体平面図 
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3.4.3  諸文献にみるラコヴニーク（Rakovník）渓の砂防工事 

ラコヴニーク（Rakovník）渓の砂防工事について触れている文献については、「諸戸北郎

博士論文・写真集Ⅳ」（平成 29年 3月、諸戸北郎博士砂防業績研究会）の 3.5.3 において述

べた。これまでの文献調査においては、ラコヴニーク渓の砂防工事を紹介しているのは、諸

戸博士とワングの著書・報告書で、国内の文献では諸戸博士のもののみである。日本に欧州

の砂防技術を紹介し、日本の砂防を体系化した諸戸博士が、何故ラコヴニーク渓の砂防工事

を取り上げているかについて考察してみた。 

 
1)諸戸博士がラコヴニーク渓を砂防工事の代表事例として取り上げた理由 

先ず、欧羅巴諸国ニ於ケル野渓留工事調査復命書(諸戸北郎，農商務省山林局，1915)では、

口絵写真 10 枚のうちの 3 枚がラコヴニークの写真であり、「第一編墺太利国に於ける野渓

留工事 第九章 墺太利国に於ける野渓留工事の状況 其一墺太利国野渓留工事雛形及設

計書」の中で、「墺国「ベーメン」州「ラコニッツ」渓砂防工事設計書」として、ラコヴニ

ーク渓における工事（石積堰堤と編柵工）の目的、計画図面（雛形）、設計図面、工事単価

表、工事予算等を紹介している。また、「其四墺太利国野渓留工事写真説明」の節で、口絵

写真の説明も含めて本工事の解説をしている。 
  次に、「理水及砂防工学 設計及実例編」（諸戸北郎，三浦書店，1919）で、「第一章 砂

防工事の種類」、「第二節 縦浸食を予防する工事」、「其一 渓底の勾配を緩にすること」、

「二 丘陵地に於ける短水侵渓の工事」において、「（一）編柵工事を使用せし例」として、 

ラコヴニーク渓において、1891 年から渓流及び支渓の底部を柳の編柵工（稀に石積堰堤工）

で固定して流水の速度を緩にする工事を行い山腹は張芝及び植栽工を行っていることを文

章のみ紹介している。 

  さらに、「理水及砂防工学」5編を再編し新たな知見も加えた書である「諸戸砂防工学（諸

戸北郎，成美堂書店，1938)では、「第五編設計 第一章山地砂防工事の種類 第二節縦浸食

を予防する工事 其一渓底の勾配を緩にすること （二）編柵階段工事を使用した例」の中

で「（２）チェッコスロヴァキア国ラコニッツ渓（Tschechoslowakei， Rakonitz）の短水蝕

渓工事」として、ラコヴニック渓の工事を図面（石堰堤、全体平面図、全体縦断図）を示し

ながら紹介している。本書では、前２著をあわせた形となっている。また、オーストリア帝

国の解体後の著書であることからラコブニーク渓をチェコスロバキアの渓流としている。 

 以上の書の該当記述は、丘陵地や山地でも人里近い場所は濫伐などにより貧弱な植生と

なっていたため、その対策として行われている、表面浸食による土砂生産の著しい荒廃地に

おける山腹工事と渓流工事が一体となった砂防工事について論じたものである。凹部分の

縦浸食を防止し山腹の脚部固定を図るための横工の代表事例として編柵工を中心にしつつ

石堰堤についても触れている。ただし、図については石堰堤について編柵工のものと同様に

詳しい図面を示している。1918（昭和）3年に内務省土木局長通牒「砂防工事ト荒廃地復旧

及開墾地復旧ニ関スル事務ニ関スル件」が出されていることからも分かるように、山腹工事
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と同様に渓流工事も盛んになってきた時期に「諸戸砂防工学」は出版されている。なお、解

説にあたり山腹工事と渓流工事（諸戸博士は「渓間工事」を使用）が並列に記されている。 

これらの書が出た 1915 年から 1938 年は、大正初期から昭和 10 年代であり、明治初期か

らと後の時期も含めて、いわゆるはげ山をはじめとする禿赭地の対策が重要な時期であっ

た（※）。図 3-4-30 からも当時は荒廃山地がまだ多くあったことがわかる。したがって、こ

のような時代の要請のなかで対策技術向上のために、欧州における現在のチェコの丘陸地

における事例を積極的に紹介したものと推察できる。 

 

※ 社団法人全国治水砂防協会（1981）：日本砂防史、p.132-p.172 ；山口伊佐夫（2002）

山・川・自然災害逸史、（株）デマンド、p.299 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

図 3-4-31 森林利用及びその他の土地利用の変遷 

（太田猛彦（2010）：治山・砂防学の成立と展開、草創期における林学の成立と展開、（財）

農林水産奨励会、p.100） 
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2) 平成 28 年度報告書「諸戸北郎博士論文・写真集Ⅳ」の再掲載 

 

1)の理解のため、平成 28年度報告書「諸戸北郎博士論文・写真集Ⅳ」を再掲載した。な

お、図表番号は、本報告書の通し番号とした。 
 

１）工事概要 

ラコヴニック渓の砂防工事については、諸戸博士の「理水及砂防工学、設計実例編」と「諸

戸砂防工学」、Wang の「Grundriss der Wildbachverbauung」に紹介されている（表 3-4-
1）。 

表 3-4-1 チェコ、ラコヴニーク、セノマティ渓砂防工事について記載がある文献 

 文献名 発行年 著者 堰堤工 編柵工 
ⅰ 現況写真 

 
平成 28 年 
（2016）9
月 

西本ほか

撮影 
写真：1907 施工の 

石積堰堤 
 

ⅱ 諸戸北郎博士 
収集写真集 
（諸戸北郎博士 
アルバム写真） 

平成 25 年 
（ 2013） 3
月 

諸戸北郎 
博士砂防 
業績研究

会 

 写真：p.33 に 4 枚

（写真 81～84）

ⅲ 諸戸北郎 
野渓留工事調査 
復命書 
 

大正 4 年 
（1915） 

諸戸北郎 文章：p.90-92、p.186-189 
図：石堰堤のひな形

図が 3ページ掲載

図:編柵工の図が 
3 ページ掲載。他に

全体平面図等有り 
写真：口絵写真に

「侵食渓工事実施 
の景」3 枚あり 

ⅳ 理水及砂防工学 
（設計実例編） 
 

大正 8 年 
（1919） 
 

諸戸北郎 文章：p.34-36 
図：p.291-294 図：p.294-296 

ⅴ 諸戸砂防工学 
 

昭和 13 年 
（1938） 

諸戸北郎 文章：p.331-333 
図：p.334-339  

ⅵ Grundriss der 
Wildbachver 
bauung 
 
 

1903 
 

F.Wang （写真：p.159 に、 
ベ ー メ ン 州

Litavkagebiet 渓の石

積堰堤の写真が 1枚あ

る） 

写真：p.112-116 に

   5 枚 
 図：p.349-350 
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ラコヴニック渓の砂防工事の概要について、「理水及砂防工学 設計及実例編」の内容を

紹介する。「第一章 砂防工事の種類」、「第二節 縦侵食を予防する工事」、「其一 渓底の

勾配を緩にすること」、「二 丘陵地に於ける短水蝕渓の工事」の「（一）編柵工事を使用せ

し例」として、以下の内容となっている。なお、文章は現代仮名遣いとしている。また、本

工事の雛形図が同書の p.291-296 に掲載されている。 

  

この工事は墺国ベーメン州ラコニッツ渓の短水食渓において実施している。 

 ラコニッツ渓はベーメン州の北部の海抜約 515ｍを水源とし、ラコニッツ村とピルグリッ

ツ村の間の狭き谷を流れベラウン河に流入する渓流で、流域面積約 36.800ha である。 

 ラコニッツ渓に流入する支渓は二個の大支渓と 321 個の短水食渓である。短水食渓の延

長は総計約 240km である。この地方の地質は風化しやすい砂岩、粘板岩などであり、短水食

渓の両岸はほとんど切り立っており表面浸食のための凹凸微地形をしていて絶景である。。 

 渓床は常に変動しやすくかつ降雨毎に支渓は次第に拡大していっている。短水食渓は丈

治は流水が無いが、大雨時や融雪時に水量が多くなると、先づ山腹にある多数の小水路を浸

食し次に本水路を浸食して砂礫を下方へ流送している。このようにして、短水食渓は次第に

大きくなり山腹は脚部が洗掘されて斜面の土砂が滑落する。 

 これらの砂礫流出の増加と附近の土地が毎年受ける損害の増加は対策工事の実施が急務

となっていた。このため、1891 年よりこの短水食渓の渓床と山腹を固定して砂礫の生産を

防止し流水の速度を軽減する工事を施行している。具体的には、第一工事年度に於て山腹を

均らし数層の柳の編柵（稀れに石垣）で階段を作り、或は張芝をして固定し、次にハンノキ、

ニセアカシアを植栽した。また短水食渓の最上部には切芝を張付けてこれを固定した。 

（諸戸北郎（1919）：理水及砂防工学 設計及実例編，三浦書店，p.34-36） 
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（２）文献等の内容 

ⅰ）現況写真（2016 年 9 月） 
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図 3-4-32 ラコヴニック渓の堰堤と周辺の状況（2016 年 9 月） 
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ⅱ）諸戸北郎博士アルバム写真 

 ラコヴィニッツ渓域セノマティの侵食対策工事の施工中、2 年目、3 年目及び 4 年目の写

真であり、工事の効果が把握できる貴重なものである。 
 諸戸北郎博士アルバムの各写真には、写真の台紙の右枠部分にドイツ語によるコメント

が書かれており、下枠には諸戸博士が手書きしたと思われる、コメントの日本語訳がある。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 

Runse Nr. 1 bei Senomat (Gebiet des Rakonitzer 
Baches) 1.Baujahr 
「ラコニッチェル」渓域「セノマート」 
第一号支渓工事竣工後一年目の景 

Runse Nr. 1 bei Senomat 2.Baujahr 
「ラコニッチェル」渓域「セノマート」 
第一号支渓右方分派二年目の景 

Rechtseitiger Arm der Runse Nr. 1 bei Senomat 
mit beidseitiger Lehnenverflechtung 2. Baujahr 
「ラコニッチェル」渓域「セノマート」 
第一号支渓右方分派三年目の景 

Runse Nr. 1 Bei Senomat 4. Baujahr 
「ラコニッチェル」渓域「セノマート」 
第一号支渓右方分派四年目の景 

図 3-4-33「ラコニッチェル」 

渓の荒廃支渓対策工事の竣工後 4 年間の経過（左上：施行中、右上：

2年目、左下：3年目、右下：4年目） 
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ⅲ）欧羅巴諸国ニ於ケル野渓留工事調査復命書 

欧羅巴諸国ニ於ケル野渓留工事調査復命書(諸戸北郎，農商務省山林局，1915)の口絵写真

10 枚のうちの 3 枚がラコヴニックの写真である。 

 この復命書の「第一編墺太利国に於ける野渓留工事 第九章 墺太利国に於ける野渓留 

工事の状況 其一墺太利国野渓留工事雛形及設計書」の中で、「墺国「ベーメン」州「ラコ

ニッツ」渓砂防工事設計書」として、ラコヴニック渓についての工事の目的、計画図面（雛

形）、設計図面、工事単価表、工事予算等を紹介している。工種としては、石積堰堤と編柵

工である。また、「其四墺太利国野渓留工事写真説明」の節で、口絵写真の説明も含めて本

工事の解説をしている。 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 

図 3-4-34「ラコニッツ」渓の荒廃支渓対策工事の竣工後写真 

（左上：施行中、右上：2 年目、左下：4 年目） 
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「欧羅巴諸国ニ於ケル野渓留工事調査復命書」（諸戸北郎、農商務省山林 
局，1915，P.90-92）にある工事内容説明 

 

墺国「ベーメン」州「ラコニッツ」渓砂防工事設計書 

第一 墺国「ベーメン」州「ラコニッツ」渓砂防工事の理由及説明書 

「ラコニッツ」渓は少数の支流と無数の浸食渓より成り其基岩は主として礫岩、粘板岩及

び風化し易き帯赤色の粘土質細粒砂岩より成る浸食渓は長くして深く且つ殆んど絶壁を為

して広く分布し其壁には所々凹凸の皺條を有し奇観を呈す降雨少き季節には此等の浸食渓

は水流を有せざれども強雨或は融雪の際には濁流奔騰す即ち雨水又は融雪の水は山腹を浸

食し先づ狭小なる水流を為し此等相合して浸食渓に流入し此際軽き土砂を運搬するが故に

流水は忽ちにして帯赤色の濁流ニ変ず而して濁流は山脚を洗ひて山腹を崩落せしめ此墜落

せる土砂は一時水流を阻止すること有るも水量次第に増加し此障害物をも遂に突破し之を

流下せしむるに至る 

又地層を滲透する水は冬期凍結に依り岩石を崩壊し又水流は粘土を溶解流失せしむるが故

に地層は其結合物を失い只砂礫の集合物と成るを以て遂に水の動力に抵抗し得ざるに至る 

浸食渓中に存在する砂質及粘土の土砂は強雨の際に「ラコニッツ」渓及び「ベラウン」河

に運搬せらる而して大なる砂礫は通常浸食渓の最下部に堆積せらるれども其稍々なるもの

は「ラコニッツ」村附近に於て多量に堆積し其渓床を高め又其の横断を狭む而して渓床の

平坦なる部分に於ては砂礫の堆積特に甚し故に浸食渓沿岸の土地所有者は堰堤を築設して

其危険を防止すれども勿論永久に互りて其効果を維持すること能はず蓋し一時堰堤を築設

するも渓床高まるに従い再び築堤の必要を生じ遂に渓床は沿岸の耕地より高くなるに至れ

り斯くにして流水の状態は益々不良となり土砂の堆積増加し従って沿岸の損害増加するが

故に適当なる理水工事を実地するの必要を認む 

「ラコニッツ」浸食渓地域に在る浸食渓は其浸食の程度に従い種々なる性質を有すれども

次の如く三種に大別することを得可し 

 第一 渓床及び山腹浸食の程度最も大にして留止工事の編柵工、切崩し、張芝工及び植

樹を要するもの 

 第二 渓の大部分は芝或いは草木を以て被はれ工事を要す可き崩壊地は小部分に限るも

の 

 第三 渓の大部分は尚ほ草木を有し植栽を要す可き崩壊地は小部分に限るもの 

本工事申請の浸食渓は即ち前述の第一種に属し其両岸の生産地道路に著しき損害を興ふる

ものにして此れが工事は平常流水無き所は横編柵によりて渓床を高め又流水ありて渓岸絶

壁を為す所は山腹に法切りを為し且つ之を張芝工、編柵工及び植樹に依りて固定す蓋し渓

床を高むるの目的は山腹の高さを低くめ流水の其脚部を洗うことを防ぎ且つ山腹を法切り

するに当り其傾斜を緩ならしむるも渓の上幅を著しく大ならしめざると尚ほ此際渓床の幅

を成る可く広くなさんとするに外ならず又山腹の法切りに際しては其堀り崩したる砂礫を
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渓床に堆積せしむることを得可し 

工事の順序は先づ渓床に高さ凡そ一米突の第一級編柵を設け之に充分の土砂の堆積したる

後此上に更に第一級編柵を設けて之を山腹の法切り土砂を以て埋め斯くして予定の高さと

なしたる後此上に高さ 50「センチメートル」の第二級編柵を設けて規則正しき階段を作り

編柵及び土砂堆積の所には柳條を挿すものとす大なる支渓の工事は本渓の工事に準ず 

又小支渓には簡単なる編柵工、埋立工、張芝工、及び植樹をなす又雨水の浸食により崩壊

する山腹は法切りを為し張芝工に依りて固定す又切芝無き時は編柵工に依て固定し尚ほ

「にせあかちや」「はんのき」を植栽するものとす又渓床に挿條せる柳及山腹に植栽せる

「にせあかちや」「はんのき」等は皆矮林作業に依りて取扱ふものとす又水流著しく湾曲

す個所に於ては其山腹の脚部を縦編柵工に依りて固定するものとす 

上記の工事は上流より始め天然の儘にては樹木繁茂の見込無き村落附近まで之を施行し之

れより石造の階段によりて敷石水路に連絡するものとす但し敷石水路は工事施行後浸食の

憂ある下流に於てのみ施行するものとす 

該工事によりて出来たる矮林は之を適当に設業するときは永久に浸食渓を静止せしむるこ

とを得可し 

工事費は現今の物価及労銀に依れば二万八千八百「クローネ」（凡ソ邦貨一万千五百二十

円）を要す 

本工事の期間は土砂落着を考慮して三四ケ年と定む 

    西暦 1911 年 12 月 

 「ケーニヒリッヘ、ワインベルグ」野渓留工事監督署長ガイスレル 
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「欧羅巴諸国ニ於ケル野渓留工事調査復命書」（諸戸北郎、農商務省山林局、

1915）の P.90－p.93 に掲載されている図

図 3-4-33 工事雛形（1） 
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図 3-4-34 工事雛形（2） 
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 図 3-4-35 工事雛形（3） 
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図 3-4-36 編柵工（1） 
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図 3-4-37 編柵工（2） 
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図 3-4-38 編柵工（3） 
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図 3-4-39 編柵工（4） 
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図 3-4-40 平面図 

図 3-4-41 縦断図（1） 
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図 3-4-42 縦断図（2） 

図 3-4-43 横断図（1）
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図 3-4-44 横断図（2） 

図 3-4-45 横断図（3） 
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図 3-4-46 横断図（4） 
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「欧羅巴諸国ニ於ケル野渓留工事調査復命書」（諸戸北郎，農商務省山林 
局，1915，P.90-92）にある写真説明 

 

其四 墺太利国野渓留工事写真説明 

墺太利国（ベーメン）州に於ける野渓留工事 

墺太利国（ベーメン）州に於ける野渓は其性質山地及丘陸地の野渓にして高山地の野渓と

は自ら異り従て其砂防工事の方法も高山地方に於けるものと差異あり 

（ベーメン）州の野渓に就て先づ注意すべきは此等野渓より流出する土砂は主として其広

き渓床上に在る堆積物の浸食生産物及び渓岸に在る多数の破壊個所の生産物にして彼の 

深狭なる渓谷の浸食及山腹の大崩壊より生ずるものは只其僅少の部分に過ぎざる事なり同

州の野渓は其勾配僅少にして水量多く又土砂は大なる破壊個所より生ずるにあらずして渓

の全長に散在する小破壊地及浸食により生じ且渓谷は広くして横断面の狭小なる所少きを

以て高き堰堤を築設する場合稀れなり故に（ベーメン）州の砂防工事に於ては山腹の崩壊

を固定し或は渓床に在る石礫を留止し或は渓床に階段を作りて水流を成るべく徐々に流れ

しむるに通常低堰提を使用し山腹止石堰堤及大なる護岸工事、敷石水路等を使用すること

少し又渓床に在る石礫の堀取らるるを防ぐ為めに渓川修理工事をなす之れは其場合に依り

或は石製階段を設けて石製渓川修理工事となし或は石低堰提、木低堰提を設けて編柵渓川

修理工事となす此編柵渓川修理工は主として低き所にて農地に設くるものなり 

上述の関係は最高連山の野渓並に中央山脈の野渓にありて南（ベーメン）の太古山脈即ち

（ベーメン）森林及（ベーメン）州及（メーレン）州の境界に在る高地に於ては砂防工事

をなす場所殆んど無し 

中部（ベーメン）に於ては主として（モルダウ）河（ベラウン）河（リタヴカ）河及（エ

ーゲル）河の流域に浸食渓あり此浸食渓を生ぜしは主として水食及風化作用を受け易き地

質状態に依れども又森林の不合理なる取扱に帰すること少からず此地域に在る多数の浸食

渓は次第に広大し且つ其深さを増し其両岸の高価なる土地を不生産地となさしめ且つ其れ

の流入する渓をして下流沿岸の土地に汎濫せしめ又砂礫を土地に堆積せしめ大害をなす 

此浸食渓の外に（エルベ）河（モルダウ）河（ベラウン）河（リタヴカ）河（コカバ）河

等の流域に在る禿骨たる山腹は浸食渓の広大及山腹の荒廃の予防上注意を要す。 

（ベーメン）州に於て浸食渓の或る地域は（ラコニッツ）渓（ゴルド）渓及（リタヴカ）

渓の流域なり 

而して（ラコニッツ）渓及（ゴルド）渓の流域は其下部は三畳系に属し礫岩、砂岩の層よ

り成り（リタヴカ）渓の流域は志留利亜系に属し粘板岩、硅岩、砂岩、硬砂岩、輝緑凝灰

岩等より成る 

此地域に採用する工法は稀れに石堰堤を設くれとも主として柳柵により渓床を高め又傾斜

の急にして小水路のある山腹は法切をなして山腹編柵、張芝、播種、植樹及排水に依りて

側法を固定す 
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柳柵に依る工事は主として（ラコニッツ）渓及（ゴルド）渓に使用せらる之れ該所の岩石

即ち三畳系の砂岩は風化し易くて柳の生育に適するを以てなり 

（リタヴカ）渓流域に於ては渓内に風化せざる片岩多く柳の生育に適せざるを以て石工事

を使用す 

第 2号及至第 4号写真は前記設計書にある（ラコニッツ）郡に於ける浸食渓の砂防工事を

示す 

第 5号及第 6号写真は（リタヴカ）渓流域に於ける浸食渓の砂防工事を示す 

第 8号写真は（コカバ）渓流域に於ける浸食渓砂防工事を示す 

第 9号及至第 11 号写真は（モルダウ）河の支流なる（リブリセル）渓及（クレムセル）

渓の砂防工事及渓川改修工事を示す（ベーメン）州に於ては目下工事中の河川改修工事及

通船工事上土砂を留止すること必要なるを以て比較的集約に砂防工事を施行し普通砂防工

事をなすの必要なき所の河川迄之を施行せり 

又（ベーメン）州に於ては非常に高価なる土地に於ける水害を予防する為めに砂防工事と

称するを得さる如き渓川修理工事及護岸工事をも砂防工事として森林技術者の手に於て実

行せり 

 
表 3-4-2 ベーメン州野渓留工事写真説明 

番号 工事地域或は渓川名  

第 1 号 ラコニッツ郡サーブ村 浸食渓（印刷省略） 

第 2号 同 上セノマート村 浸食渓工事実施の景 

第 3号 同 上セノマート村 浸食渓工事実施後 2年目の景 

第 4号 同 上 浸食渓工事実施後 4年目の景 

第 5号 リタヴカ地方 浸食渓の柳編柵及張芝 

第 6号 同 上 浸食渓石堰堤（印刷省略） 

第 7号 エルベ河上流フリートリッヒ渓 護岸工事（同 上） 

第 8号 コカバ地方 浸食渓工事中 

第 9号 モルダウ川流域リブリチエル渓 石冠コンクリート低堰提及張石護岸工事 

第 10号 同 上 同 上（印刷省略） 

第 11号 同 上 敷石水路（同 上） 
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ⅳ）理水及砂防工学（設計実例編） 

理水及砂防工学 設計及実例編（諸戸北郎、三浦書店、1919)の、「第一章砂防工事の種

類  第二節縦浸食を予防する工事 其一渓底の勾配を緩にすること 二丘陵地に於ける

短水蝕渓の工事」の（一）編柵階段工事を使用した例」として、ベーメン州にある「ラコ

ニッツ渓」の工事を「短水蝕渓工事」と称して、「石堰堤」と「編柵工」の図面を示しつ

つ紹介している。 

 

「理水及砂防工学 設計及実例編」（諸戸北郎，三浦書店，（1919）：P.34-36） 

 の工事説明 
 
二 丘陵地に於ける短水蝕渓の工事 

（一）編柵工事を使用せし例 

 此工事は墺国ベーメン州ラコニッツ渓の短水食渓に於て実施せらる。 

 ラコニッツ渓はベーメン州の北部に於て海抜凡そ 515 米の所に発しラコニッツ村とピル

グリッツ村の間の狭き谷を流れベラウン河に流入する渓にして其流域凡そ 36.800 町歩あり。 

 ラコニッツ渓に流入する渓は二個の大支渓及 321 個の短水食渓にして此短水食渓の延長

は総計約 60 里あり。此地方は風化し易き粘土質の赤色砂岩、蠻岩及粘板岩より成る而して

短水食渓の両岸は殆んど直立し其の内部には水食の為めに生じたる凹凸ありて実に絶景を

なす。 

 渓底は常に変動し易く且つ降雨毎に其支渓は次第に拡大す。此短水食渓は乾燥せる天候

に於ては水無きも大雨竝に融雪の時には水量多くなり此水は先づ山腹に在る多数の小水路

を浸食し次に本水路を浸食して砂礫を下方へ流送す而して雨天に於て水の浸食作用を観察

するに初めは清水なれども渓底を浸食して忽ちにして濁水となる此くして短水食渓は次第

に大きくなり山腹は其脚を洗はれて滑落し水流を妨げ水を停滞せしむ而して之れが為めに

水力高まり遂に水は障碍物を突破するに至る而して水が粘土を軟らげ之を取去るときは岩

石は其結合物を失い軽鬆なる砂礫の堆積となりて水力に抵抗するを得ざるに至る。此大原

因は岩層の間隙に侵入して凍結する水の器械的破壊作用なり。 

 此砂礫流出の増加及附近の土地の年々受くる損害の増加は適当なる工事の実行を急務と

なせり。故に 1891 年より此短水食渓の底及山腹を固定して砂礫の生ずるを予防し又雨水の

流るる速度を遅緩ならしむる工事を施行せり。而して其方法は第一工事年度に於て山腹を

均らし数層の柳の編柵（稀れに石垣）にて階段を作り、或は張芝をなして固定し次にはんの

き、にせあかちやを植栽せり又短水食渓の最上部には切芝を張付けて之を固定せり。 
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「理水及砂防工学 設計及実例編」（諸戸北郎、三浦書店，（1919）：P.291-296） 

 の図 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

図 3-4-47 堰堤 雛形図 
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図 3-4-48 編柵工 雛形図 
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ⅴ）諸戸砂防工学 

諸戸砂防工学（諸戸北郎，成美堂書店，1938)の、「第五編設計 第一章山地砂防工事の

種類 第二節縦浸食を予防する工事 其一渓底の勾配を緩にすること （二）編柵階段工

事を使用した例」の中で「（２）チェッコスロヴァキア国ラコニッツ渓

（Tschechoslowakei， Rakonitz）の短水蝕渓工事」として、ラコヴニック渓の工事を図

面（石堰堤、全体平面図、全体縦断図）を示しながら紹介している。 

 

「諸戸砂防工学」（諸戸北郎，成美堂書店，1938，P.34-36）の工事説明 

 

 此の工事は第一工事年度に山腹を均し、数層の柳の編柵（稀に石垣）で階段を造り或い

は張芝をして固定し、次にハンノキ、ニセアカシアを植栽した。又短水蝕渓の最上部には

切芝を張付けて之を固定した。 

 

チェッコスロヴァキア国ラコニッツ渓工事設計書 

第一、工事の理由及説明書 

「ラコニッツ」渓は少数の支流と無数の浸食渓より成り、其基岩は主として礫岩、粘板岩

及風化し易い帯赤色の粘土質細粒砂岩より成る。浸食渓は長くして深く、且殆んど絶壁を

為して廣く分布し、其壁には所々凹凸の皺條を有し奇観を呈する。 

 降雨の少ない期節には此等の浸食渓は水流を有せざれども、大雨或は融雪の際には、濁

流奔騰す。即ち雨水又は融雪の水は山腹を浸食し、先づ狭少なる水流を為し此等相合して

浸食渓に流入し此際軽い土砂を運搬するから、流水は帯赤色の濁流に変ず。而して濁流は

山脚を洗って山腹を崩壊せしめ、此崩落した土砂は一時水流を防止することも有るも、水

量が次第に増加して此障害物を突破し之を下流に流送する。 

 又地層に浸透する水は冬期凍結に依り岩石を崩壊し、又水流は粘土を溶解して流去する

から地層は其結合物を失い、只砂礫の集合物と成るを以て遂に水力に抵抗し得ざるに至

る、浸食渓中に存在する砂質及粘土質の土砂は、大雨の際に「ラコニッツ」渓及「ベラウ

ン」河に運搬される。而して大きな砂礫は通常浸食渓の最下部に堆積すれども、其稍々小

なものは「ラコニッツ」村附近に於て多量に堆積し、渓底を高め又其の横断面を狭む、而

して渓底の平坦なる部分に於ては、砂礫の堆積に甚し、故に浸蝕渓沿岸の土地所有者は堰

堤を築設して其危険を防止すれども、勿論永久に互りて其効果を維持すること能はず、之

は堰堤を築設するも、渓底高まるに従い再び築堤の必要を生じ、遂に渓底は沿岸の耕地よ

りも高くなった。斯くの如くにして流水の状態は増々不良となり、土砂の堆積増加し、従

って沿岸の損害が増加するから適当な理水工事を実施するの必要を認む。 

「ラコニッツ」浸食渓地域に在る浸食渓は其浸食の程度に従い種々の性質を有すれども、

次の如く三種に大別することが出来る。 

 第一種、渓底及山腹浸食の程度最も大にして編柵工、法切工、張芝工及植樹を要するも
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の 

 第二種、渓の大部分は芝或は草木を以て被はれ、工事を要す可き崩壊地は小部分に限る

もの 

 第三種、渓の大部分は尚、草木を有し、植栽を要す可き崩壊地は小部分に限るもの 

 本工事申請の短浸食渓は即ち前述の第一種に属し、其両岸の生産地及道路に著しき損害

を興ふるものにして、工事は平常流水の無い所は編柵谷止工によりて渓底を高め、又流水

ありて渓岸絶壁を爲す所は法切を為し、且張芝工、編柵工及植樹に依て固定す。葢し渓底

を高むるの目的は山腹の高さを低くめ流水が其脚部を洗うことを防ぎ、且法切をなすに当

り、其傾斜を緩になすも渓の上幅を著しく大きくせずして、渓底の幅を成る可く廣くする

為めである。又山腹の方切に際しては其堀り崩した砂礫を渓底に堆積さすことが出来る。 

 工事の順序は先づ渓底に高さ凡そ 1ｍの第一級編柵を設け、之に充分に土砂の堆積した

後、此上に更に第一級編柵を設けて、之を山腹法切の土砂で埋め、斯くして予定の高さと

なしたる後、此上に高さ 50 ㎝の第二級編柵を設けて、規則正しき階段を造り、編柵及土

砂堆積の所には柳條を挿す。大支渓の工事は本渓の工事に準ずる。 

 又小支渓には簡単な編柵工、埋設編柵工、張芝工及植樹をなす又雨水の浸食により崩壊

する山腹は法切を為し、張芝工に依て固定する。又切芝の無い時は編柵工に依て固定し、

尚、ニセアカシヤ、ハンノキを植栽する。 

 又渓底に挿條する柳及山腹に植栽するニセアカシヤ、ハンノキ等は皆矮林作業に依て取

扱う又水流が著しく湾曲する個所に於ては、其山腹の脚部を護岸編柵工に依て固定する。 

 上記の工事は上流より始め天然の儘にて樹木繁茂の見込の無い村落付近まで之を施行

し、之より石の階段工事に依て張石水路に連絡する、但し張石水路は工事施行後、浸食の

憂ある下流に於てのみ施行する。該工事によりて出来る矮林は之を適当に施業するとき

は、永久に浸食渓を静止さすことが出来る、工事費は 28.800「クローネ」（凡そ邦貨

15.520 円）を要す。本工事の期間は土砂落着を考慮して三四ケ年と定む。 

ケーニヒリッヘ ワインベルグ野渓工事事務所長 

西暦 1911 年 12 月         ガイスレル 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

─ 110 ─



 

 

 

p.334 p.335

p.336 p.339 

図 3-4-49 堰堤 雛形図 
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p.337 

p.338 

図 3-4-50 平面図 

図 3-4-51 縦断図 
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ⅵ）Grundriss der Wildbachverbauung 

 ワングの著書「Grundriss der Wildbachverbauung」（Wang、1903）の中には、ベー

メン州の砂防工事の写真が数枚ある。 

 堰堤工については、リタヴカゲビート（Litavkagebieit）渓の石積堰堤のものがある。 

 編柵工については、ラコヴニック渓の砂防工事着手前、工事中、竣工後 2年目、同 3年

目、同 4年目のものがある。工事着手前のものは、入手した関係文献の中では本書のもの

が唯一のものである。 

 

①堰提工 

 

   
p.159 

図 3-4-52 リタヴカゲビート渓（1） 
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②編柵工 

p.112 

p.160  

図 3-4-53 リタヴカゲビート渓（2） 

図 3-4-54 ルンゼンビルドゥング渓 
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p.113 

p.160 p.160 p.114 
図 3-4-55 セノマティ渓工事 1年目 

図 3-4-56  セノマティ渓工事 2年目
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p.115 

p.116 

図 3-4-57  セノマティ渓工事 3年目 

図 3-4-58  セノマティ渓工事 4年目 
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p.349 

p.349 

p.350 

p.350 

図 3-4-59 編柵工 
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3.5 ポーランド 

 西本は、平成 29年 10 月の欧州調査時に、諸戸北郎博士アルバムにある写真の、ポーラ

ンドの砂防工事の現地に行きたいと考えていた。チェコ工科大学の Josef Křeček（ヨゼ

フ・クシェチェック）准教授に、ポーランドの研究者の紹介を依頼したところ、Edward 
Pierzgalski（エドワード・ピエルズガルスキ）教授を紹介された。そこで、ピエルズガル

スキ教授に図 3-5-1 の写真を送り、これらの砂防工事施設のある現地への案内を依頼した

ところ、当該砂防工事はポーランド東南部のクラコフ（Cracow）周辺と思われるのでそち

らに在住の知り合いに写真の場所を探してもうとのメールが届いた（ピエルズガルスキはワ

ルシャワ（Warsaw）在住）。日本を発つ 2 週間前になって、連絡が来ないことからポーラン

ド行きを諦め、10 月 1 日に成田を発った。しばらく、その後 10 月 5 日になって以下のメール

が届いた。 

 

 I would like to say  you that my colleague from Cracow recognized torents  from 

two pictures which you sent to me.  The photo  named Dniestr means the river which 

flows on Ukraine. 

 

 このメールは、写真の場所が分かったとの連絡で、ウクライナにある「Dniestr 」（ドゥニ

エストゥル）という名前の渓流であることが判明したとの内容である。この時、西本はイタ

リアに滞在していたが、航空機とホテルの手配等の関係から今回はポーランドへ行けないこと

を伝えて、堰堤の現況を写した写真を送ってほしい旨を伝えた。 

 帰国後、ピエルズガルスキ教授からドゥニエストゥル渓の堰堤の写真が送られてきた。 

    
 送られた写真の位置は次のように考えられる。 

１）図 3-5-1 の左下の写真の渓流はドゥニエストゥル（Dniestr）渓のものであり、他

の 3 枚の写真はザコパネ（Zakopane）渓のビストラ（Bistra）支渓のものである。 
２）図 3-5-4 に、ウクライナ側に Dnistryk という地名、この町の上流にあるポーラン

ド側に Bistre という地名がある。 
３）ピエルズガルスキ教授から、図 3-5-1 の渓流はドゥニエストゥル（Dniestr）渓で

あるとメールで連絡があった。 
４）ピエルズガルスキ教授はワルシャワ在住で、この地域については詳しくなく、縁故 
 から情報を入手した。 
５）図 3-5-5 に、Bystra という地名がある。 
 
以上から、図 3-5-6 の堰堤は、ポーランド国内のザコパネ（Zakopane）渓のビストラ 

（Bistra）のものであり、ドゥニエストゥル（Dniestr）渓はこの渓流の近傍にある渓流と

推察される。 
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図 3-5-1   諸戸北郎博士アルバムのポーランドの写真 
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図 3-5-1 諸戸北郎博士アルバムのポーランドの写真 

図 3-5-2  Dniestr（ドゥニエストゥル）渓の位置図（１） 
    （平凡社、プレミアアトラス世界地図帳に加筆） 

図 3-5-3  Dniestr（ドゥニエストゥル）渓の位置図（2） 
     （グーグルマップに加筆） 
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図 3-5-4  Dniestr（ドゥニエストゥル）渓の位置図（3） 

     （グーグルマップに加筆） 

図 3-5-5  Dniestr（ドゥニエストゥル）渓における堰堤位置 

   （ピエルズガルスキ教授提供） 

堰堤の位置
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図 3-5-6  Bystra（ビストゥラ）渓における堰堤  

  （ピエルズガルスキ教授提供） 
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今回入手した写真の堰堤は、堰堤の形状、石積方法、使用石材の色合いから、既設堰堤

に嵩上げを行っている。 
石積方法を見ると、下部は布積で上部は谷積に近い積み方になっている。図 3-5-7 と図

3-5-8 にその境界を入れた。 
①より下方部分は、図 3-5-9 の堰堤の石積方法を参照すると、おそらく 1900 年代初頭

の施工であると思われる。 
右岸側の石材の色に着目すると①のラインは右岸側に二本あり、左岸側は明確でない。

また、①の上に②のラインが見られる。これから、この堰堤は最初につくられた後、おそ

らく 2 回被災し復旧がなされている。さらに後年、②より上部分が嵩上げされた可能性が

る。 
 また、現況写真（図 3-5-9）と諸戸北郎博士写真アルバムにある写真 78（図 3-5-9）と

を比較すると、右岸側の①のラインに着目し水通し形状を比較すると、同一の堰堤である

可能性がある。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図 3-5-8  Bystra（ビストゥラ）渓の堰堤・嵩上げ（2）  

  （ピエルズガルスキ教授提供） 

図 3-5-7  Bystra（ビストゥラ）渓の堰堤・嵩上げ（１）  

  （ピエルズガルスキ教授提供） 

10）と
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図 3-5-9  1910 年頃施工の現オーストリア・ザルツブルグ州の

Gosaubach（ゴザウ渓）の堰堤  

  （諸戸北郎博士写真アルバムより） 

図 3-5-10  ビストゥラ渓 諸戸北郎博士アルバムの写真 78 の拡大写真 
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4. 諸戸博士関連 

4.1 諸戸博士ほかの BOKU 大学留学事情 

  諸戸博士をはじめとする明治期を中心に BOKU 大学に留学した砂防専門家が、留学中に何

を学んでいたかを探るために、彼らの BOKU 大学における学籍簿を入手しその内容を分析し

てみた。 

 BOKU 大学の留学生名簿の写し（図 4-3-2～図 4-3-6 参照）を、Hübl 教授より提供を受

けた。入手した名簿は以下の氏名の者のもの

（日本名を括弧内に記載）である。 
・Kawai（河合鈰太郎） 
・Mochida（持田軍十郎） 
・Moroto Kitaro（諸戸北郎） 
・Watanabe（渡辺音吉） 
・Akagi（赤木正雄） 

留学生名簿には、留学生が受講していた科

目（取得単位）についても記載があり、「写

真測量」、「森林に関する○○（解読不明）」、

「水の流れを通常化させる○○（解読不明）」 
いった表記が見られた。 
原文が、古い表記でかつ筆記体のドイツ語で書かれているため、Hübl 教授でも読み取

れない部分も多くあった。年配の専門知識を持っている方なら読めるかもしれないという

ことで、通訳の簗瀬氏に翻訳について依頼した。この結果の、ドイツ語活字表記したもの

とその日本語訳を図 4-3-7～図 4-3-16 に示す。これをもとに作成した、上記の 5 名が

BOKU で単位を取得した科目の一覧を表 4-1-1 に示す。 

図 4-3-1 名簿の確認状況 

（BOKU 大学にて） 
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図 4-3-2 留学生学籍簿（Kitaro Moroto）原本のコピー 

図 4-3-3 留学生学籍簿（Shitaro Kawai）原本のコピー 
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 図 4-3-5 留学生学籍簿（Watanabe Otokichi）原本のコピー 

図 4-3-4 留学生学籍簿（Mochida Gunjiuro）原本のコピー 
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図 4-3-6 留学生学籍簿（Akagi Masao）原本のコピー 
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図 4-3-7 留学生名簿（Kitaro Moroto）独語

図 4-3-8 留学生名簿（諸戸北郎）日本語訳
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図 4-3-9 留学生名簿（Kawai Shitaro）独語

図 4-3-10 留学生名簿（河合鈰太郎）日本語訳
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図 4-3-12 留学生名簿（持田軍十郎）日本語訳

図 4-3-11 留学生名簿（Mochida Gunjiuro）独語
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図 4-3-14 留学生名簿（渡辺音吉）日本語訳

図 4-3-13 留学生名簿（Watanabe Otokichi）独語
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図 4-3-16 留学生名簿（赤木正雄）日本語訳

図 4-3-15 留学生名簿（Masao Akagi）独語
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表 4-1-1 留学者取得単位状況 

 
氏名 受講期間 履修科目【単位】 

河合鈰太郎 1900 年～ 

1902 年 

 

 

基礎土木工学【3】（エールヴァイン教授） 

森林利用学【3】ヘンペル教授 

木材解剖学【1】ヴィルヘルム教授 

森林土木工学【3】マルヒェト教授 

構造演習上記に関連して【6】マルヒェト教授 

砂防工学に関する構造演習【2】ワング教授 

森林土木に関する実習【2】ヘンペル教授 

……技術【5】シュヴァッハヘーファー教授 

森林作業員機構【3】グッテンベルク教授 

木材機械技術【不明】プリヴァ講師 

森林鉄道建設【不明】マルヒェト教授 

基礎機械学【3】ライヒ教授 

地上建築百科【3】プローボン教授 

持田軍十郎 1904 年～ 

1905 年 

森林における基礎建築学【3】エールヴァイン教授 

森林土木工学【3】ワング教授 

砂防工学【2】ワング教授 

諸戸北郎 1909 年～ 

1911 年 

木材機械技術【4】プリヴァ講師 

環境工学 理水建設【3】I フリードリヒ宮廷顧問官 

土地、道及び橋梁土木【3】エールヴァイン講師 

理水学【4】講師 L. ティーフェンバッハ教授 

砂防工学【2】宮廷顧問官ワング講師 

構造演習【2】宮廷顧問官ワング講師 

写真測量法【1】宮廷顧問官ワング講師 

森林土木工学【3】マルヒェト教授 

構造演習【4】マルヒェト教授 

電気工学【3】講師グラウ教授 

河川工学【1】エールヴァイン講師 

森林利用学【3】教授ティーラー博士 

基礎建築学【3】マルヒェト教授 

構造演習 上記に関連して【4】マルヒェト教授 

基礎理水建設学【3】宮廷顧問官フォン・シュヴェン講師 

木材解剖学【1】ヴィルヘルム教授 

測量学【2】ヘレブラント教授 
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樹木年代史及び橋梁土木【4】不明 

環境工学 理水建設【3】フリードリヒ宮廷顧問官 

環境工学 機械工学 【3】レツェク教授 

基礎機械学【2】レツェク教授 

高度測地学【3】E.エンゲル講師 

農業工学【2?】リーベル講師 

渡辺音吉 1910 年～ 

1912 年 

基礎土木工学【3】宮廷顧問官エールヴァイン教授 

森林利用学【3】宮廷顧問官 G. ヘンペル教授 

林業設備【3】フォン・グッテンベルク宮廷顧問官 

砂防工学における森林システム【2】F. ワング教授 

林道建設【1】マルヒェト講師 

林業土木工学【3】ワング教授 

砂防工学【2】ワング教授 

木材機械技術【4】プリヴァ講師 

農業及び林業における地上建築学【3】プロコップ教授 

森林鉄道建設【1】マルヒェト教授 

林業設備【3】グッテンベルク教授 

森林伐採及び林業設備の実習【1】グッテンベルク教授 

砂防工学に関する構造演習【2】ワング教授 

水理学【不明】ティーフェンバッハ教授 

森林立地学【不明】H. ローレンツ教授 

赤木正雄 1923 年～ 

1924 年 

林業土木工学【3】マルヒェト 

構造演習【4】マルヒェト 

基礎理水建設【3】フィッシャー 
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4.2 諸戸博士の出張と写真 

諸戸博士が国内の出張箇所について大まかに整理し、これまでの諸戸博士の業績研究と

あわせて考察を行った。 

東京大学所蔵の出張記録をもとに、府県単位で出張状況を図 4-2-1 にまとめた。これをみ

ると、愛知県が圧倒的に多く、次に静岡県、岐阜県、京都府、兵庫県、滋賀県、神奈川県、

長野県、東京都と続く。愛知県が多いのは、瀬戸地域の砂防視察及び学生実習や研究のため、

愛知演習林への出張等によるものと考えられる。静岡県については、昭和 3年に設置された

新居海岸試験地等に関係していると考えられる。 
図 4-2-2 は、諸戸博士アルバムにおける写真枚数の県別比である。これをみると、神奈

川県、静岡県、東京都が多い。神奈川県については主に関東大震災の被災地である丹沢と

北伊豆地震の被災地の関係、東京都については東京都水源林の関係、静岡県については上

記の出張との関係がみられる。 

愛知県について、出張日数に比して写真枚数が少ないのは、東京大学大学院農学生命科

学研究科附属演習林に諸戸博士関係写真が多く所蔵されていることから、諸戸博士自らア

ルバムへの整理を最小限にしたものと推察できる。 

 

 

 

 

 

 

  

出張先を図 4-2-1 にまとめた。これをみ
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図 4-2-1 都道府県別出張状況

合計値：323

図 4-2-2 諸戸北郎博士アルバムにおける県別写真枚数 

合計値：950 

先
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表 4-2-1 諸戸北郎博士出張状況 

諸戸博士出張状況
年 月 日 青森 秋田 山形 茨城 栃木 群馬 埼玉 千葉 東京 神奈川 新潟 山梨 長野 富山 岐阜 静岡 愛知 三重 滋賀 京都 大阪 兵庫 奈良 和歌山 岡山 香川 愛媛 高知 鳥取 大分 宮崎 鹿児島 朝鮮 台湾 清・漢 欧州、米国

明治
33 7 1
34 7 25
34 12 9
35 3 4
35 7 7
35 9 8
36 3 7
37 6 28
38 3 17
38 7 3
39 6 15
39 8 28
40 6 24
40 7 19
40 8 2
40 9 21
41 11 12

大正
元 12 18

2 6 23
2 7 18
2 12 6
3 10 6
3 11 13
4 3 26
4 8 25
4 12 14
4 12 21
5 5 4
5 7 16
5 7 21
5 9 18
5 10 12
5 11 2
5 12 12
5 12 22
6 5 17
6 6 27
6 11 12
6 12 14
6 12 26
7 6 8
7 7 15
7 7 24
7 8 16
7 9 21
7 9 26
7 12 13
7 12 20
8 3 12
8 6 4
8 7 28
8 8 4
8 8 28
8 12 2
9 2 23
9 3 29
9 6 25
9 7 31
9 9 1

10 3 12
10 6 28
10 10 13
10 12 8
11 7 27
11 8 9
11 11 30
12 2 2
12 3 17
12 6 18
12 7 19
12 11 21
12 12 7
12 12 21
13 3 18
13 7 3
13 7 4
13 10 21
13 10 27
13 10 28
13 11 27
13 12 12
14 2 27
14 3 10
14 3 30
14 5 5
14 6 30
14 8 7
14 10 8
14 11 14
15 1 26
15 3 2
15 3 18
15 5 4
15 6 28
15 10 28
15 12 10

昭和
2 2 15
2 3 3
2 3 17
2 5 12
2 7 6
2 10 5
2 11 12
2 12 13
3 1 30
3 2 28
3 3 22
3 5 14
3 6 8
3 7 4
3 8 13
3 9 13
3 10 10
3 12 7
3 12 24
4 2 5
4 3 2
4 3 11
4 4 15
4 5 24
4 7 1
4 8 14
4 9 27
4 10 25
4 11 27
4 12 6
5 1 28
5 2 24
5 10 7
5 10 27
5 12 8
5 12 16
6 2 2
6 2 28
6 4 16
6 4 17
6 5 29
6 6 8
6 11 16
6 12 8
7 1 22
7 3 7
7 3 31
7 6 21
7 7 19
7 9 28
7 10 24
7 12 9
8 1 26
8 9 9
8 12 6
9 1 6
9 1 25

1 1 2 4 8 4 2 2 9 17 4 5 12 1 29 35 75 7 19 23 8 20 5 4 8 2 1 1 2 1 1 2 5 0 3 0合計値：323

先

─ 138 ─



5.発表論文 

5.1 概要 

 平成 29年度において、これまでの研究成果を取りまとめた、以下の原著論文 3編を砂防

学会誌に発表した。 
１）日本人初の砂防担当教授・諸戸北郎の近代砂防における足跡 

西本晴男（2017）：砂防学会誌，Vol.70，No.3，p.13-24 
２）近代砂防草創期の砂防教育事情 

   西本晴男（2018）：砂防学会誌，Vol.70，No.5，p.15-23 
３）東京帝国大学砂防講座外国人教師，アメリゴ・ホフマンの業績についての一考察

西本晴男（2018）：砂防学会誌，Vol.70，No.5，p.24-33 
 また、砂防学会研究発表会等において、本研究会における成果について、下表のものを発

表した。 
［平成 26年度］ 

 ・写真で見る荒廃状況の変化－諸戸北郎博士の写真からの考察－ 

西本晴男、鈴木雅一、小山内信智、執印康裕、堀田紀文、 三上幸三：平成 26 年 
砂防学会研究発表会概要集 B，p.198-199.5，p.15-23, 2014  

 
・砂防の先人達の大学卒業写真 -大正期の諸戸北郎東京大学教授関連資料より- 

   鈴木雅一、西本晴男：砂防と治水, Vol.47, No.4, p.88-89, 2014 
［平成 27年度］ 

   ・日本の近代砂防と諸戸北郎博士 
西本晴男，鈴木雅一，小山内信智，執印康裕，堀田紀文：平成 27 年度砂防学会研

究発表会概要集 B，p.166-167，2015 
    ・東京都水道水源林内の渓流における歴史的施設 

西本晴男，鈴木雅一，阿部拓実：平成 27 年度砂防学会研究発表会概要集 B，p.162- 
163，2015 

［平成 28年度］ 

  ・アメリゴ・ホフマンと諸戸北郎 
西本晴男：平成 28 年度砂防学会研究発表会概要集 B，p.264-265，2016 

   ・丹沢流域における歴史的砂防工事と現況 
吉田喜高，西本晴男，阿部拓実，鈴木雅一，内山佳美，内山豊：平成 28 年度砂防

学会研究発表会概要集 B，p.442‒443，2016 
    ・写真比較による多摩川上流部における荒廃状況の変遷 

阿部拓実，西本晴男，鈴木雅一：平成 28 年度砂防学会研究発表会概要集 B，p.448‒
449，2016 
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5.2 砂防学会誌論文 

5.2.1 日本人初の砂防担当教授・諸戸北郎の近代砂防における業績 
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5.2.2 近代砂防草創期の砂防教育事情 

 
 

近代砂防草創期の砂防教育事情
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5.2.3 東京帝国大学砂防講座外国人教師，アメリゴ・ホフマンの業績についての一考察 
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5.3 研究発表 

 砂防学会研究発表会等で発表した発表概要集・報文等を以下に掲載した。 

１）平成 26 年度 
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 2）平成 27 年度 
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3）平成 28 年度 
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6. 研究会報告書一覧 

  
平成 24 年度から平成 29 年度において取りまとめた、研究会の報告書の一覧を下表に示

す。 

 

年度作成年月  報告書名 備考
24 25年3月 諸⼾北郎博⼠収集写真集
25 26年3月 諸⼾北郎博⼠論⽂・写真集

26年3月 「砂防」口絵写真集
26 27年3月 諸⼾北郎博⼠論⽂・写真集Ⅱ

27年3月 諸⼾北郎の⼈物像（暫定版）

27年3月
諸⼾北郎博⼠関連 東京都⽔道歴史館所蔵写真
集

27年3月 諸⼾北郎博⼠関連 愛知演習林所蔵写真集
27 28年3月 諸⼾北郎博⼠論⽂・写真集Ⅲ

28年3月
（仮称）土砂災害対策の礎を築いた偉⼈
   −⽇本近代砂防の祖・諸⼾北郎−
     「骨子と関係資料」

28年3月
諸⼾北郎博⼠の写真・論⽂から読み解く砂防⼯
事の効果（素稿）

28年3月 アメリゴ・ホフマン著書等の翻訳資料
28 29年3月 諸⼾北郎博⼠論⽂・写真集Ⅳ
29 30年3月 諸⼾北郎博⼠論⽂・写真集Ⅴ

30年3月 諸⼾北郎博⼠収集写真集・改訂版
H24年度報告書をリバ
イスした

30年3月
諸⼾北郎博⼠の写真・論⽂から読み解く砂防⼯
事の効果[仮称]

H27年度素稿の完成版

     諸⼾博⼠砂防業績研究会報告書⼀覧
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